件の SISL た 一年 斯げ • g て 686.{^足を蜣るべきー年は：11:防の 15 &つて6る0この|24<なる2 
に！#^ 余は 茲 に ドイツ 5 BS {の 代 _ たる* I 君 Vi 呷び 掛けん とする ものである 。然 一® に 〇4 i によ り辛>. イツ！ EH は！ 9チ、 の * 餅玲 ひ 
«! 在.£來下さねばならぬ|につき知るべきである01九四0年酴の你甲311?が常時の * |^诹-2 « を霞& 1± ^8する1, 
C よ b 再 .6^ さるる 4^© 年 35 $< il 今次の Ef S 忏と必 sal rc %? く 凡ゆる 拥甶に て も まで g ひ谀か ねばならぬ もので 
ある ことが 明か になるに茔つた0»1»君！銪君は妒が2^1 |» *啊！^堪や |« 餅.^ぞ§1つぐけて來た學を » て§1 
て 居られ^ ^思ふ 〇 *6の5^がドイツ*^を1て今芡の « &^14-^られね供ー.1欲-^ふたならば今後 31 £:^乃茔1千年に0〇 
ドイツ c みならず ツ xel ^ rr ^ wiksi を i & s る こ の 一 を 2驟 の 勝 »• がを i ® せられ 芭拔 は SJi 
珥に «5! ||^ 1たいのである0ドイツ1^戌ひその兵士が現仟 »* 勞一^ 0 てゐるの 11 .之は »: に自11:§その蚜代の爲のみではない0 
E & に* る ぺき*构*先きの先きの£代の人々の爲である0»は我々に前在無：&の必24<&^の52|4^«¥せ1^た0〇^が|*^ 
* MW 2 今 々に 級せ g WW 6 である。 

ノル ゥ H lBItH H tt K に 西^ 2於て：^の可|が生じたのでドイツ_の^^は先づ節1に政1.職£^坎^に 
街 を 取り* する の 止む たきに 至 〇 た 。それが 朽常時过£された^の_カの規向は#^ー91たので 
ある 0 大規 ik ^ y ? 及び 如 H は 今や キル ケネスから スペインの __に 及んで ゐる 0 鳜數の 聊运 は！ された 〇 然も，. ft は 
8 n 4 ^2 於て b る も S 花 簋齧 石 ■によ 备られ たので ある。 SU は 56 ±? から も から-. 行 
ずる «: ^4^が_された0对千*1の£|^£籣の8に當？ゐて，そ€^渺は||&?れ^8されて鬆されたものであ 



Rf ひ證备 u ト vri .0 集 4 S 5 运ふ 老 為ぎ, - L て s 

IS - KS ^ に！ tn な暮 « である 〇 、 . 

こ QTa ツ パの盔 を SS な x?i の銎 -&L ても^. 鼠たら しむる t 兵 和の^. た— «■• である。 為 rl^, れ 
た 甚する ue 备はそ 备は霖 の想_』 酽 5 れ て* た gf gK がぎ され— 及んで i された？— ド 
イツ e*ha>J 梅 1 : n f イ +• リス eaamu その f l: f— に f て 益 の懸媚|疇けた。ドイ|1駿取- * 

K 5 „f —& lli ^ s « 1 f ,^_- 

VIK 人 uigl たので— が 何； w ： らんこ の 明 』 の 龜 たる 晶 Is イギリス jKle 人 に撤 を i * わ w なら s 。 

• fffls&UK い vea - e 半 MK イツ if w 」 そ e 類 イタ？ CKSItu 。 B &: '= Je ? v *-9 K ず $ 一大 ** 分が 漦 
イタ？ c 581 m _ iB -^0 て* た e であ. 〇〇 英 Btf WI UBSWes て 乾な お 98 で M - J 於て は 5緊を酽ずるに漦し 
s - il + B 日に 島<も„ メル »» * »■ »• 下 e & wsaJIBiscB が睽 * 鼠した e である 〇 b 月— は ァ 
ゲダ ビア 41 し •四— は！ ka は .P ガジ c - <mu は デ <ナに 入 g し. 十一 日には. トブルクを 麗 t . ±1 は バル 

K ^ yor 7 y *^ PKU - B « o _^ R «~ ts^k 

5 た 4 轚 * 取め た？ あ 令 JJ て K V イ yuwtK?a く 今や ® isiis5 ヮ *s?i 於いて g 1 ei'i sc Lfiwbi へ 

て « 夕 て*. 0 0 



H 

jg,、gH 令 -&咨勤 に s 域 p IB2 AB^ia lnl> を！ t yg UL て S.6S^ されて ゐる嗤 i 齡は 孩に辦 る •へき の麟に g は 
れた ので ある。 ^ は 五 元年 33® 已む崙 ざる 必 ¢1 に ) a$ られ a ソ 間の 腎の私 を芬齡 L て < s. & 斯 €前描を账立せんと茯 
0 L た 0 元？ イツ SBSi. 衍に ナナス ！5 の £待す る •ホルン エ ヴイ ズムに J6 す 奢 3 が 令 ^ K ss なた め，- ^は余に取つて抵3^には 
皆 8であつた 0 然1问*^|1^は跪»では||かつたのであ今何^^といふとイギリスがドイヅ |- ょゎ^4されてゐると稱-^助 
5 8£ を PK に L て 翳 L た 凡 ゆる 5USU ては ドイツは 事 皆 uB 為 私の みを： I2it てゐ たからで IO 

ドイツ 私！ ！§〒 -&は沿その*由として_に骧して8きぱい£はイ.キリスが1§杂初ぞひ氟に父もゃ|の 
« 身に！ 8してドイツが之に獻入しその行曲备 «? す良 |51 を打してゐるかの »1 4強して*之 ?? 謹に8助を印1出た亊である0 
» ゥてドイツ_茂ひドイ，©4は兵は板も事祀に卸せざあなる製に營ないものであると «? « を以て 1^ ^ *^^のである。 

加 21^交に «| ぜられて1の «| 铒がドイツ_民に8^せらるる》^^合にはドイツはその_を播めて ^ 價な*^朦つてのみ松 
行 可能 备® 11£*にょり ^ 打するょ”他はないといふ泠5|81^の较3^得たのである0 1! にバルチツ71*3^ル1マニア 
が イギリスの！ 8 助 制 £^决に »| 1これにょつて » 辱536 <> ^5くの如今'^^を « ず|<?11:を附ー％1たので§の糾|*4の埔 
ffr, を 決定す 5 j とは ドイツ にと り航 に 费の みなら 备時に菝桥であつたのである。 

之® の 3は其の後問も？ »? &の£^に |^ する蛟&カな备となゎ ^ た啦 一の S 於は « りドイツ播のみだおつたといふこと 
を SisC ざ 衮格なかつ ^ ロ之 ^ の^が斯く後になつて ^ めて^一したのはトイツとしても益とするところである^^浯灼披探の 
p C たのは その®: 0 の备を M U ト イツとの yw y r^ ^s しその £,1此ー <— 他 » の «5 助を^^し亡耗果に他ならないのであ 0 てこの 



1 B M たる や！^ 篆劈 Q 塵 應に *んだ粃て !« 助を財へ焱^^髮黯1た_であ令 

然知ら •トイ ッ迻等 S 々の嚣 一』 耽いて は なかっ た。 フ イン， ン ド 人の髮 ■善 会 歡と mg と S 
防せ る 1 « の & 情を 抱かし めた 〇 鬆 した G 民" 人 § 奪 &の_ 民と して 英薛 tr s や 落 心に MfeiJK い^^ 籽す るが®! 
であり •又 心拷->^ LJS 良 人が RS の 繁^ 8 と 東 S に 於け 良 »• と 1 しく me にみ？ ら麗は これらの* を & 力を 以て 
S 肋-^ § au あった 爲 である 0腼 して ソ g が ドイッの R 驗 S 备定 して 兵にき その酽 にある i 學溶靈 す 
るの *5;を « 出せんとすることが明かとなつた後の ^ ソ飽はた知に矜自の；11^熱す|に || けられたに螯なかつたので 
あ？* K は 凡そ 珲 性と £05と 〇 余<和さ14るところであつた〇 
ドイッは其の後<|^を評て1九四09-に&くもクレムリンの1斯こそョ|ロッパを|^1.以て孕|^^2せんと办@こ 
WS する 被で あると K - 定 する U 至った。 &一 ドイッが ソ SSS に ■せ 奐 に 8 か！^ 藍の 兵力，^ 炉す るに 止めた 8 時 K に 
ゾ SS * 力 菜 ^ 於て 罌せ|酽っ^2^5かに1た5|。孩§磬&^ては前4髂€大&!|なソ酽の前 

8 が Wt され ViOU こと！ 一!B 人と SB -^SI-C: なか 完。 され V ゐな VQ^. B^ B せんとす る：！^ な らぱ せ； d ましで 
ある： 6. S す t て R ろ 黯 力を 私 好と い® に W えた ものを 袋 せんとの みした C である。 . 

u も ki 一ら す 彼® を i は S も變ら なか 〇 た s であっ て • r 择は SBcs ： 卵を！？ に！^ L を！^ なかった c i 各ら くは 
一丸 四 一年の 霣こそ £|6|^の§には*も奸16であると思つたに8ひない0全ぼ謂56人 0 新らしい||^依？ ^! く鈮 



んと t たので あ 0 rr o • 

« LU ^ と 時；^ S - W ' L て チヤ ー チルぎ 對 贤 を ；83すると&1!>^ 〇 彼は今は1九四〇年英下^§^£の8|^ '/ 02 の《晒 
を以 って 今次の！ B 宇を*^ 一 i ®->^ lg せ しむる： 48 も—^ f . であると 8* し 父 ソ軟の 装戰 ^くとも1九四1年には£ «| 1* 
次いで は St また SB に 移 b 得る であらぅ と 自ら IfL た 事 K をぎ にも！^ L てゐる 〇 今 年 T I? 々 li 從って 衝 た歲 
»の 8 め人ヵ茂ひ|^を無薷藏に所好するかの扣< ^ ぇ气1大！10*坩0ぎ迫ふたのである0斯<1てョーロッパは.^々榮 
に閉ざ、るに茔0た 〇 

P 0 f 热らばョ-ロッパと^1:§:ん 1? あるかといふー2ョーロッパ大||に 0 いては何1理§定 3 が « い0^21£^^び « {^ 
时圯 1( があるに|ない0ゥラルはョ111ッパ大》の均枕ではなく.西方€^活8|^ 4* )|| 方のそれと6|52す.^の6|である0 
歡ては&^いふ時代があ0た 〇 それはョ1£1ッパがギリシヤの|£||の2^ものであって，こ、へ批方の1^が^<して》って& 
*^々ながら^-*に人8|の世柙を1にした0^こ、で初めて»したのであった〇このギリシヤ人共はぺルシヤの^^0^<を 
2 いだ 時には その P な £*^24せず却って視今 3 1ロッパといふ此の1^を贼いだのである 0 

社 L て 次いで ョ 10ッパの中心は汾4^リ ^ ヤからローマに1った0茲11於いてローマの5^及び政§ギリシヤ1^取にギリ 
y ヤ I と & L たのであって、* h にょり 一大*^ iks された が 积 今^ 2 その taa と 13§&=?を » , -5 &1てゐないのであ,00況ん 
や 8&ではないことは匆轚であ兔^ローマ簞がァフ”*||€*ルタゴ§ ^ 1^1三1^|«1てィタリ1を18-^0沉 
Ic g 糾^ tL た 時 • §の_った0は輿ぴローマのためではなかったのであって， ^ ろ¥リシヤ*111マ^^を§^せるョ.-11 



9 パの ためであった 0 

醑 L い' この 發の ± «11* へ麥に&<したのは » くアジアょり8*1た偽であった0非又|§^^民の财ろしい大厭 
が奧 アジアから 8^の 3 1 0 ッパ大撕の5^3她まで火^|5^52|5を行ひ 0 っ 1&| も_の|^の如く||^1た0灭いでヵタラニアの || 
孵で C7 -マ人とゲルマン人が撕めて|&1:19§^<§€0を容行-^リグヤ<^|||を8->ローマ人を經て今やゲルマン人にも|^|5^ 
81 一へ た 一の 文 S を ihL たので ある 0 

1プパは 6£! 脅->た0故5^?;^ヤ马ひ？マから||^が表た0^^て西^{|4することは||^に逮？ひとり？マ 
• 人の 嚣の みならす £に ゲル； 人の であっ たので— 0 ぞ浪 ら eg がて JS ャ 文 ^ の麗を 浴び a, マ記 の畜い 紙班 
^& § 友っゲルマン人の_ »5 にょつて燹するに 9 ってそれだけ一の盤％^8^に 9| が 0 たのであってこの8^5はョ丨 
ロ ッバと 呼んで ゐる ので ある？ トィッ の 幕が ゥン グ 3. トル ッ ス 裳 备は レッ ヒ阶 粗で戰っ产のは^^のでをぎする目 
§ であった かど 〇 か® は アプリ ヵが_5 てス ベィンから 18 立 L たか ？， か-かぅ 云 ふことは 办 i. BK に 通ぎ ない 0 S は UC 
らち SEKU fise f んと する？ a ッパが 5 た 世 把に 试して纪行1た-の禁で$たのである0於てロ4はョ1ロッ 
パ 大 K の のた めか 朽の g M: を ^ てた が ^ いで ゲルマン 人 も 今や 諸 2^52 ょり 成る 一の 所 を！ |«1{^するの把を引き 
受け たので あ？ • この餐 内 运 ては© S に そ QR 霞 定 ひ： mi にっいて 簡ほ暴1相 !0 するものがあるが、然4|^ら兒 
れ 5^^^-:马ひ 3?: 货® 為に 镜じ であり 5 には 揪-を 保っ てゐる 〇 酴1 てこの f ロッパ からは 裳の 他の a> 分 へ 私 屯 
す fs 出で 6 かりで^ 時に ョ i ッパか ら HI % 驾ひ文 似 が 他の 大 皤 へ 知 植され たので あって* この 备は梁 



八 

を ぎ せ TV 热す あ 衾の みに RS すると ころで ある。 

9 0てョ1ロッパはイギリスに*^|^3^れたものでは^^ろ 3 丨 |» ッパ大を於けるゲルヤン^^の «1 "^がアングロサク 
ソン 孩ノ <マ ン人と 1 て この 島 •即ちイギリスへ游り.兵を進设せ 1 めた 1 ので*この遢择沮 1 6 <は繁なかつたのであ 
る 〇 P て AKAJH n lc r メロ 力が ヨ ，ロッ パ* 823?したのでは牙*?ロッパがァメリセを |«?5 篼したのである0アメリ*が" 
丨ロッ パからは i < しな かつた ものは a て？ ヤ他 L た 一の捆 合 务 にと？ は 繫すベ f のと 思 はれる かも 知れ S ョ •"ロブ 
パは斯く 0 3|のは觀玆文3^を接せ1む5の&:3^ぱユダャ人成^1^の 1111! , 班の繫としか思はないのである0 
ドィッ USE 轉 * 4*ぞの84及せざるを得な ^ 由は 45 年の初めょり燃2必私になり*且っ ? にドィッ_が 
其の _ CBKW 0 e あ^^ 次の w ® こ* v & i lc ドイッ* ^ひ*5$ の 利 wr ^ sav る ものであるからで ある 0 换8すれ « ^ て，年リグ 
ヤ人がぺルグヤ人に8^1>リシヤ§を2が¥^て|#ろヨ1 0 ッパを^|1し*ロ1マ人がカルタゴ人ー&しローマにあらず1て 
7 n プパを •幻 ロ， マ- ゲルマン 人が 稷に雜 - s * m にあら す1てヨ，&ッパを*ドイッの*^が的©"<^ »: してドイプに 
あら丁て 9 —|1ッパを-スぺインの英18がアフリヵに败1スぺインにあら了て 9 1 0 ッパを.2*1た&^:トイッも抑目> 
〇6の 8 にあらずして全 0 丨 *» 7パの釀€の«ー2 |« つてゐるのであ令 

この |8&*主なる*|1 0 プパ§の^^動に現4^^を下ろしてゐ|&ぷべ令 «! 陕であつて*この現れが你人の郝 »» /% 
の S K たると！ ^兵の職^^加た|問はないのである0 

u. イ y m c ィ， ylQllsb 一較年 四 BC4cm 3L —ゴ 1 スラ ヴイ ア ?; ひギリグヤの58-^4{行した時が0512!111^- !1 々が ^: 3:?&の大 «! 




SQltH であっ た 0 何繁 とい ふに イギリス €キ：_琵 •この B 蜃 cgi&l ては ゐ たが-^ -liilay ア 4そ0秦务 
てゐ たからで—。 余が モ 11トフぎべルリン肪6の畤駿に »: .-£艇した1タ|リンは呼ひ50 »- 峥&し-ぽ&8 
動に ょ b 所 KS り 要 L てぎ 4 る も？ 15 じたので to f .? れた熟 賢は fss せす •ホルン エ ヴ イキの 主蜃 共は® 
9の裔 を® SL た？—。 こ C 断し い たる ソ 8と；^£を配結するに及んで蜃として毖驟欣の务が明ら 
かにな つた。 衾 QBJSU 於け々 ト イツ H^JIQ ^ ftr 1 は 一九 四 一年^ n^JHO ドイツ で 正しく g 價 された c 然 LS 時 ^* は 5 
が PB3 との— U— して ゐ たのを 6 S せき 〇 いては— ら辑を 斯 け存 ならな かった ご JS は バルカン R の 
時は そ S 墨が ^ だ鋈 せす に その B 時の， 霖には ?5: 1$けが揣まって5|^|0截が！5んでゐた§」*;^如が5:用挺なか 
C たとい' ^此で—は対だ珩和を鼸怜しなかったものである.*- 

ドイツ* cesmc ! 

疼秀 下 SsBk ： を a じ K ドイ ツ國？ にソ酽 が 4 勤せ — g を瘀 L て 鼠に 於け 良 «« 議の可釋を露したため_な 
5* &^浮賞裝を «« |!する_|^に§を下した系である0 
これが 別 梅を なした のは ドイツ： &.<2ら 落 g に 淳无 分努 崙； 5： して ゐる事 であった- t ftr —丨 之泛が 諸 S びに 
全 ドイツ 曾に §て |« て昆し热るところである0 

鼴去 U 於て 皆 主 5 S に 於ても an 人 §4に «* 8し©る扣く軍4にっいて盛>*4されてゐたが*そ益に85£^8主 
? イプ 装 >と軍|&& へた Q である。 S SK は— 条在も 何ん ら餐ら ない e f は jli 下されば、 いっ 4 ょり 多い；？ 



より &^^器を » る 9 が£*る* • 

C 何な J 台 も！ 8 をして K 心® へ Si めの 一 へし； ^ざる事が觀であると如何に黎してもこの魯ソ呢に雜友心をなす 
の 装に とって # めて 抵 瞧 であっ た。 民 壬々®^ gg 阳 古は， J が ボルン ユヴ イキの 力々 5^ に 知っ てゐ たなら 5^53 らく ソ ^ に托し 
犯 泛明你 し W なかった であ 兮と用 在 JeA 綸 じて ゐ るが これは 薄の 昆,&0や伽人を碧ふ？愛しいものと云はなけ 
れ ば ならぬ。 余 袋伊|から於めた 9 はない0菪產に謬せんと凡ゅ良ヵ.^ったので|0 ?7 し妒が吳のみ霡を 
取めずらも ^ 1の15'^鐾を弓高ずことを繫したとすれば 25? らくは覉备れ良心1てて行勒したことになったで.あら 
I 余は ソ— m 481 2ドイッ國のみならす全ョ111ッパ )- とり籥駿藤子であると乃へたので.堤掙れ^2^^の數^前 
に 自ら MU^SOCEis を摄 せん 夤£ たので ある。 ソ «r が 取 JJ せんとし y ゐた 辜！ i にっいて は歡 多の 断 が ある 〇 {一： 時 
に8?はソ8が還せん.〇した時&に0いて，^に知？ゐたの2る〇こ私獻が辭以上& »* であったのを今ゃ齡めて 
知る のな さねば ならなかった 事を •ぎず る 力を 時 4 & へ I に g へられた に g 知は赛 S に認せ ざ 
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レスト •リ トヴイ スクの p ff fK の gf **> 取し § イルナ St ひ コ ウノを giJ L fr o かく I て 六月 二十 に g ュ ，ナブル グが 
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スター 9 ン IK が 空祐 され ^ ト U H ブル！： の &I も® £:された 0 八月六0:にはスモレンスクの |9 鼴が《末^!|三-^萬を ||? わ》 
は 一一 一千一 1變||の 9!! « と1111千0ニ+|:を原幻は|^した。その後三：1:を « て3<も其他のソ8*の醑命；^1たのでぁる〇 01 
ち 八月 f ウマンの will 於て 洱 び +*1¥名を5^とし，《 »1 ー1 ?1 十&,»1千：^:£:^©乂は10*したのでぁる 0 八月十七 
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sS の §^扔に於て6!^ «1 が|^され、十111^けァゾ7梅^^の£^这々たる8^に鼪られて終つたので|、その際1^ !1| 
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t れは 凡て！^ と 1 活を全 ぎげ醆 し s ■では 柏ん ど i の 及ばぬ 降 力を 8つて|されたものである0理<1|^の »« に播簞し 
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Fr 梅から！ 8 m 一 if . 和 *れな&4|^_5れ.8&み*&ゃ «!: &2歡し* *» あ运*%ドィッ人、フィンヲンド人*ィタ 
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命は？^は&の《を1々舉げたゎ、または各&令&の§8を8^61たゎし.^とは思は «:* い。《等：^つ.てその|を醏した 
ので ある 01 2-# ら • K る 111 だけは これを SiM でも _す るの が* 8 ?26ある事であゎ5^^であると务へ％即ち"凡ゆるドイ 
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*五 十 i ニ 千 八 ±1 名 •及.； 明 il 千 5 九十 一名で あ'® 簞に あつて は、 異 il 千 ニ 11 十一 名 • 8 者 八 千 
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4&6 6 !»&は05:らの4の4&^次の職8の4|^§ «? してみるならば、當時の4^が？^であったのを*もょく|^ 
钔 る ことが るので あ！^ に 於て：^ &| に ドイツ 一^ 軍は の 8^ 者を ilK lc 供した 0 然るに" 3畤 を 1 g るに 
_ めて 平 斯^ ^ であった 一ら H 8 ヶ n ® 一」 ボ I , ンド では ニ 千 名^ g える ドイツ人が »*. 和され •齡も その】 取 ^ pg A 
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段っ* T し X 蜃 Q 奪： に 0 いても ふべ备 利を； p して ゐた とい ふ f は •他の S 益の 路大 断に於いてさへその篆の 
ため ** & を ®. 求す log ^ r 在の® t ： にあ 0 ては •« めて な * であ 令 明 次せ らる べきで あった @ は - g 4-^ に ^ れば 1 泛 
ものであった o は •ダン， ツヒ茂 ひ 東 & ブ 0シャの私されたる皆と家のドィツ*2との黯とぃふ駿であった0 
他なら ぬ この ボーヲ V ト に 於いて 箱 時 ドイツ <ii 9a へられた あの 集 装々 の g KS は •思 ひみる だ ug を g o けざる を 奪い もの 
が ある 0 飼 ほ ポ l ， v トで轻 の^ |£&^も_これに粒らぬ^|な||€^5ばねぱならなかったのである0谭八虔入？か 
ら ，备 S K の 彩 式で 81 S れたイ ギリ KC 保 WQ ため 5 •，ン ドの！^ が 8々35§とな0て*たのに猫み.ドイツ釀政阶は- 



これを 最 •の _書として、】 » の8^を行ふことに茯-^この8^に |&| いてボ|ランドと§に入る^^有-^0その雨を§ 
の イギリス 大 0 T U ロ 明で |!8^1たのであ 0 た0 4^これらの|2&^41"日こ、で24*から呼び » 1、再び » 君の£|^||?起し^ 0 
その 噚 の sR とい ふのは、 ダン チ ッヒ iritis びに^ &•_ « に 於け る の &に阳するものであつた0 » 時ドイッ 
ボ1，ンド藺の|£^553.〇801てゐて，正に1|^航の ^« |£ (〇 あつたものといふことが$*る〇そこで，如何な^-&2*厌と 
Si も、 それがず €の »« 會に斯か.0^胺の2^とな.05|事^4|生せしめない^^1^ ^ たそれによつて恥に東酚ョ|&ッパ 
のみなら す •他の まで も E * の 和 SSJLil る ことのない やぅに • せ g ねば*^, ない ので あつた 0 
&がか<な 0 ^*^は、||1には-ヴエルサイユの器觀*1£によ0て定められ-^&&和黑.{^1!8^昏にある0較ニに 
は 分 i ^ tl wsl > Rli @ る^ Ksiw に 較 する 和 ひ ？^であ尨そこでドイッ_玫朴は、これらの|6^に《して*»通 
g 定； wei して 蔡に その K wsS な 來得れ S 決せん とする 备及 .6 W しも これが み 篇の 
« は^! ibskjE の BJ © を、* の 權糾の 殆全 な^* によ へ® いものに t ぅとい ふ* たもので ある o FV ッ 
M R W * の &5せるところでは*その供合1九1八年2^はれて來た&^^;^_|^^かにし、且つそれを全^2に*6 
する ことが 55 B に 必 S であつ た 〇ドイッ_&は*この«の188©^ 8 を以て、*8|^1^^束し » るものと*&した〇 01 ち*かか 
る i に S い 丢の 如^ Kss 2 ^^JSaiK が！ ks された ので あネ 
Hr 自 31^ ダン チ プヒ は、 es の S 热た る* トイ ッ 26 ^迎ぴ に 向 eacS 民の 一致せ^ ^^基いて*直ちにドイッ |« に884 



庇 ニ • X ル チック 梅から マリ H ンヴ H ル/ 1* グラウデンッ •クル ム ，ブロムべ ルタ -^ぐ «|: (これらの 8 市-*-^;^に茔るま 
で及びそれから^0の方シエ|ンランデに茔*<^^|8か概は*そのドイッ对はポ|ラ > , ドへの|6匾に鳳して谷自にょ〇決«せら 
るべきこと 0 

gui •かか 售 §€霣に此の|?^は^9^4:ふこと0その|^|||を有する者とは、1九1八年1月1:1:現在！1|^に5^してゐ 
たか « は sm - t でに^ 热に生 }1:' た*018てのドイッ人马6!1*に©1:!^历に21£してゐたか 5« は|^ 4 でに向他方に出^^る 
すべての ボー ランド 人** ンユ ー ブ •<* 々である oii t て^！‘ 方* HC . J ! R f れ たる ドイッ. <* は § の ふ爲に W ® する 
こと 0 

ハ-^ なる P を |^す るた め 面 び U そのために 必 な 作^ S する ために、 前 娘の 1 ?方に ザ， ル 咖ずに沪けると 
§に、0ちに麻扣さるべき |« |^^和に從||せられること〇13^邮はイタリ！、ソヴエト狄船*イギリス、 -7 ランスの四+® 
に ibi HC せらる 可き もの • HB^S li 向！^ に 於け る 一切の 主 f 行 使す. c 'o その S には か昆 の 一致し wlb の* 

け* から ポー， N ドの 霣窄 K 印 及び® が ぎ、せしめられることを饔す兔 
1 &E、 ずから 2¢ される のは ポ— ランドの 海 S§Vf 二 ャで ある 0 雕 粗は、 甜士 sli E てボ ーランドの§地に《定せられて 
ゐ K® り，— 上ボ ー， ンドの i 下に ある^ 8 であ ”0〇 

1 ¥ ボ丨 ，ンド 一 駆— SK^ は ドイッ •ボ I ランド s*e に 於て 繁 せらるべく、 また 必 にはそめ允め 

0 *|^|4|^所を»けて1^すべきものとす 0 
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SB 5 i * jF. f る f を！ < b する に 必 sutal ^ な <4 Sis に奶 する— を 保が する ため •狡！^ は 十二 ヶ月— て猷 めて^: せらる 
べき ものと す o . 

醑六、この贤ドイツ » に跋しては郎_東酚ブ3.ゾヤとの^*を，及ぴポーランドに1^してはその » の樨详とのず：6を、夫々無 
MalilT るた め、 自由なる mos ^ E ' s : な a しむべ ^ ! gi 及 ，6 i 遒が i せらるべき こと o この 場 合、 の < ias < 

- の ぎ に 必 in なる の 8^に限り^;:せらるること0 \ 
15 弋本地 方の Ea ii 導 运 轚の劣 褒 にょ せらる ベ f の . , : する® 

y 八 • _ の 行 はれた る 後 その eit 如何に 8^なくドイ '/ £^¥たるダンチツヒ他や * ブロゾヤとの§なる；5^|^1*ま 
たボ -， ンドに »!; してその梅&と€8妒保猜せんがために，ぞもその和决敷がポ丨ヲンドのものとなっ运行に |1 、大？ 
ユトフ |ダンチツヒ乃 ? アイルンヤゥの方问に於て、ドイツ2打！珩！！3£诹びに« «: にょる&|5^ *. |>るため *" 、1撕の 
舞，% « ||嫌が設|らるぺきこと0これらの|^及.66道の歷は，それ1!ょつてボーランドの交|が航 »!: せられざる« 
即ち その の- W 0 1 るか 一 K は その f 漘るか の せ 1^る£と0この|#の& »: は1&^^定せら.？^ 0 ドィツの 
i 下に— こと** \ V 
若しも の _ が ドイツ _に有 利と なつ WBT 合には •ボー ラ ンドは^その所打する^^たるグデニヤへの—にして無^た 
る i のために •ドイツに gi べき ものと 正に ji * の •一^法 權 p 、 I 乃 の！！^ を Kiip - J ® る こと o 
K 九* 361务 //. ..-イツ_に4*せる塌0には、^|8が残《とする «5 畊！1於いて：ホ|，ンドとの氓11!3^逬の象を行ふぺ 



ぎは alf なること o 

K - k ボ—， v 卜の 希望せ る ダン チツ ヒ齡に 於け る £*の姐きは*ドイツのグギニヤ粗に於けると^^の « 利' »1 ^ に&は 
れて热るべきものであ，>〇 0 

?1、 聢絜に 於て は 8^を8 ふるが 如き 涛な を‘ 始せん がた め U 、 ダン チツ ヒとグ デ-一 ヤとは 輙热 たる isww 
としての 高を 保 学べき こと 0 £ 睪れば • 15の9*來您設 & 沾學^&-:琪を »! さざること0 
M 十二 •{£ 粟の _ドイツかボ一ランドの何れか |- &すべきへラ宏はいづれにしても»&を^^ずぺきこと0 
555 土 一 . ドイツ 艮 はボ ー ランドの 搜に 於し て SBgiJ ^ sga する g あ. c -、 R ボ—ラ V ト R 4 無 ドイツ に 拔して » 多 
*み3|_の必 55? を »? め0つあるものの如くであるが故ー2_ |«1 备ー |'- _€み3|を||1135貧影-&附することに^-る〇變 
びに テロ 行 K に gv る 一切の ずる &を||ぴるものとす。 

ドイツ 贫 ひ ボ丨 ランドは 一九 一八 年 以来 g ^ M た 一切の 其の 他の • S M 少數 一^の を 一^す t 共 -2 一 切の 
接を 84比し «: は、浩檝及餐运の贤隹估への刊4に拔して^28者に？ ?: 5 .{:^を行ふべ產树|ふ：5:きものとず0 
B 十四， ボ ー ランド c BSEf る ドイツ人 取び に ドイツに！^ する ボ—， V ト人が 有す る *^§_の t ^ を l ffll k つ B 
Ksste と 相 1$^ざる行勤&5に*^されざる安余8|^へるためドイツとボーランドは，*^つ琢1^の|^を ||: 結して幽 » 
^^の欉糾を|^し-以てこれら^*2^にそれぞれの；^忏を保捋せしめこれを^§期せ1むると共- , '; これが；1^5^ 
のために 彼ら C 必 g と 敗む*^|を65?るに；|^5 ' _*は8给£^蒙兵挖&?せざ,类和を；2ふそ 




二 o 

BS +-* •卜： 紀 sg 昏 に® 备出の fie lag 衾には ドイ ，浮 ボ •ラ v 卜は 必 ちに §5@^2^45抵 する に る 
こち 

K * HC 、 ± 装# めの £に必2!^*の }!|« 412ついては*トイッ » ぴボ丨ランドは5|カしてこれが一?計る事® 
m て 5 ッ csR は 呈の暹^であつた今路時のポ-ランド ^ 斯はこれら^に航して一和することさへも^^来つたの 
であ 兔 兵-2 〇 いては かかる 秒々 たる is が 此の 言な 备 を 一 撕せる-』止まらす.訶_にー切の文似を起して來たドイッ 
AC ^ L^f 

« H 在 z , ノヤ ウ n e * の委 nw ^ gi する に 及ん § 々 it KI くべ 条 m v aj るに 至つ た 〇 
s ち * tu t ， v ト ciB**s^., 、 l8j^4 »» J^-3Qwis^*^il -r KW:^E:^lea « i,0>ve<si^&>n 
込む 1-<£があつたのである 0 

葛の ヮシントンぎ ホ—， v ト益ボ トッ キ齡が gaai に 1 S L た ものは 公 S であるが •兵に i ば CQ 一人 
物莰^&^罕る把疼カ 一 s wn -KIIC *^*8^ 1| ふぺ きもの である ことが6^は菘 ^ .^然と1て來る0 
委1|6 は、 &今 蓋 じ 5 x ”* u M {r — affe しで を 加へ J つた 

一 くも & 系— <1 たかと いふ. 左 で UQ 一 S ち •トイ ッ？ $* KW す 參 に ii ては 次 a 

如 る o 



， U •ドィ 想 菜. KSy 於 y 穸 *? - 贫 ， *f _备驗. R & 為ら 活動 V 觀 




した皐がない松1の1|*である 〇 況んやアメリカ4£のドイツ<^4^に勸いた0であウてアメリガ大|^にアメリ由合|^ |1 
と！ ^しながらただ利級のみ备たのである0 . 

K 11 U 4 T 

ドイツ！ 合 iMMi 以來坩 在に 至る まで 5 として 政各 荠友 ^8*士んや抵^^-^&つたことがぞ* 
其の f の！* h _ の 以て K メ n 力の 2*に « カ1て來た0である 0 
1 {一 S は •ドイツ SEii 奢！ J て 合^! & とす备 § に nngg に # 加した ことがない 1 If ろ アメリカ 奪 一九 ー$ に^ ug ^, ト 
イプに 擇 L た？ ある。 然も そ 由た る や ヤ ズヴ ニル** •規 大^^ 此 た： C 晷で R 立した w 8# にょつ て餘す 
ところ かにされ たも？—。 一九 1条の ア j リカ 8 0*3 が專ら 篇 ^ igli sl いた こと 翦 びに 
ドイツと し ては アメリカと « c s ^ る^ |など «$ も耔してゐ，^つたこと^^も説全に 0£ めたのが^^にもアメリ * の奪 «| ||^を_ 
« する爲に»立された*この|86|9^阳であつた0それでダともアメ9*:3^とドイツ；^との間には甜十^^は政11を 
t ひた ものに t ろ •おょそ の 势 は S - h り* 況ん ^^を脅かすが如きものについても « も敗立は化在1ない0^ある 〇 成 

ので あ？ i の— S が 必^ isikn H た 自己の SB の 覼外で他*2_ぬを繼しない$0 (1 ぞの5.3^は|8往の 
K & ではない o 

そ <, そもアーリカなるものは||^な全權の^1された大热甜の^|§する共你»な0である 〇 ひるがへつてドイツを》るにドイ， 
は かつては* 足された が g L て 來 /= |? ^1であつ /- が！4:の « !*4:;な々| ^ 4^となり*|は强大^54^ょり陬期3れる| 



» 一三. 

隳の共 5* な S である。 此の：： っ の W には 5太&^は？ゐる*袅處2ァメ沙*とボル坌ヴイズム穸霞と0 
¢4 は惠 I な-^ SCWKJ ^ が少 く：^ 镞を SSL てゐ るなら 癸 £ g が螽 する アぢ 力と，^ 紫す る ド イプと 
の 相 AI - k りは® に大 |なけれ « ならぬ *? である0 

4るに€貧-^1っの备は.ドイツ&^&1^1:0忿陡||が丨その郎一穿5#押ふ，4-|ょ-2 »- :人の 
• 4:22. ? イルソン 大觀 i ? ン又 1— ルト f I た t い 1 。 ng 
す f .^1 自らが すでに 廣に热 って tc 8名逄费| して* & «5 装？切って為れ&を耔_,て */ る0* 

cisissu ** FBi ? へそ eEJKSf taa せ i る i った。 ウイルソン け畜ち 上げた ヴ： サイ 

22，4 K?£Bi ts r 兵： &此 e 小蜃 を isi » y . p*® fs k ゎ？ • 記** み wf I 

H 々は 今 ul - t : 知った ので ある 〇 

ドイツ 备 は か 毛 ia 法人 控& 鉴せ笈 兵 笛って f 苷 K イツ 备给 てモ e K 岛 . R 乾 藍 e £ g と 

I: ム たので — f にかぅ した？ の 5 い laif 2 牙 a た t で 黯 の大 py はれ . Bs^g せ 14 

何ょり％ KysM す .^ 矣 S*SI る , SS§1 一 0 器 と發て tsuwBpkvro か。 

K イツ u * att * 里 の 薪を K た S ル — V ヴ k <ト容於 大 i ^ asi 阀 ua - plo a ; に 於て か 言 の饜 の^^ 

w ' lfih w る ぺ^ SMV 流す る q が！ jg である 0 



それに 洁瘃 人 憩に r — ない。 マズヴ ユル* 大铝 5穸'-^&り.会歡する酽と.余のそれとの 

TO には 大きな^! が あるのを 謙りに ょく W ? ゐ 6。 . 

曲 2-y ヴ X ト aAlle 备 と-て 表. 兗生 美ながら に L て！** sii とが さ^* と 
崔とが ^8された人種0 »!: »| に|8してゐ6〇 

SUU 客へ f は SL ぃ 1 ら ぬ* uf SKI げた e で 1私は目に*象 |« を沄霄と經にょ？ 
前^ れぱ なら^ &0UO > 
する や ル i ヴ H ルト は ゥィルソンの 鏨を 受けで 酽 かくれて， f* 裳 金の 落*^ は ひな がら® 明 
を！ SL たのであった。 Hu tt- ? ^ が 1^3^1っっぁる時、他預が斯を !© 1ニ获この他 ^ 』*^るとぃふ备と* 
1 の SiS 黎^! だけょり 知らない* で— 其の 葛の 和の 知 活 といへ ば これとは 全く^^で あった 0 
を 作り 况んや 金を 作る 一 S— ものに 备1てゐなかつた〇繁は^^令を腎する駿に*^て含のである0 
4 は se 舄耍 5® と L5^WR の證に S つ & 前— f やがて 數し运 には 一九 一四 年 紙 8 鬵 その 生 
、の 無一文で あった ふが ま S に W ® 5 いふ 砂 方と も嚣を 分ち 合つ たご托 に® し フランクリン •ル"' ズ ヴェル トぼ n に 
所 is^illlall の 一 & と！*® を 分ち 合つ たに*^ ない ので ある。 

ル丨ズ s t &4 B « f も 金婼 «* にそ 0 左*_|げてィンプイ-ゾョンと «3 人の緊を霄-つ0隹基や1て 

ゐた S K L ** は BS * HK *? R に 8 っけ—* 霣氯^ー等 ^ たへてゐたので—賣にまたル—ズヴェルト？* 



If 

思へぱ «- 职りもっかね一!人の^5^である0 

in —— ム—— 11 if <1 

で* に^^ i »:° f f I 幕—」 た 時 f If l ? t 。 , 
M . L 31 il の — f 1 MB い 5 c して—— なら 
バ， o 米^ 8-か 费 して i * ?m ? teKF ィ i て 耢象 tsK 
を晨— i 各 泛 たと 1_氣 にょり 昆 されて & たもので t 。 

レけ .？. af C 益— に'^ つた。 f ク？ w -ズ— ト 貨 主 主* eps けて ァ— 0 ® 

—"1 一—…— a ! f I 

は— の— と—— •1 い—？ あ— と i — 运 
て 1 »* グ|^*^沾は益々 1&. 下してその止まるとこ备知らぬ蠢であった0 

ァ は — 」 ie—li 感 1 tf とる 一 ® 
备 it — IKI 主 1 if ? i ^^—— れに 



反し •ルー ズヴ H ルト大 把《 は ロ_2:の»かた改段さへ成-.^1^たかつたのである0 

然^ 8^>の扪^|82は1甲ぞロメータ.-につき1^十 3&. 人の人ロ^|8{を |1 するア声ヴ *- <34&|に於ては1平15キ11メ|ターの 
寥 につ 書 四 丈の 人口を M する ドイッょ に 1 に！ ^され得ろ «? ^ ある0 
アメリヵで Kt ^ flK を妒 4 ぬのは これは 取 睽 5 の *" ぼ Bn ? ゐ 象 成は その g にぁ 备酽 f 嚣 でぁるかの 

何れかに » るものである 0 

ドイッ iiS 々茇 年の 間に 誤 を w 决 bKimittlE した 0 

この 畤 代に ル 丨ズヴ h ルト大 £甜1の*8 を isi せしめ、 116^せしめ对失聽者|も |£! 少知盔つた 0 
でぁる 〇 で ながら この. が裔を 浴 1た _ ろ この 4 を 押-^ てた 雲は ユダャ人と して SL M ' & BC の 時の み 利® を受 

^^stli )t Kf c fc c ^KW0^ lc iB L T: 2) * >J fc :&5 3 n « *KV^ ffl ? t ^ ^ HtE&&l^8^ a i^J^lell 

ではない 0 3*25^主 || トイッは叫1|*5を沉8したがこれに防してル1ズヴエルトのアメリヵに於て11£4は！64:^^^势げ 
たので ある 0 この 9! の所謂フ1 3. 1*デイール』^は »| ゎであつた0然か4この男のな1た失败の中で<|^<なものである0,.ニ 
d - •デイ ，ご とい ホ £2! ei ^ i : 备 ；23 y されたなら 锫何 ズヴ h ル 尖 ss ^ sailis であ？ も S « K 行き？ つ 
て 了つ slissi である。 a ， 5 パの ■なら ii すズヴ H t はき？ BEW ^ isiKalES で！® £ に® タれ たで あら 〇* 
12 か 蚤 sSS 所で の 5 SS は® れ なかつ たで あ to (喝 ^ ぞ の 如き gg JR ろ メリ 力に 於ても 抑 多 S 
« 望 ある *< i 5 の 55 くと ころで あ^® 



こ、 U 於て この- 麗の K が f 55 これが S め 彼は その内 R 一 する 一 SiaQS 爹 ie 外に 问？ 外ら 
して こそ ぱ めて 梟が m はれる と g るに 至つ た c u ^ ns L てボ— ラン 尺 会 トキ 丨のワ ダントンからの 黯を游 する のは 一 
興で ある。 ff は ル— ズヴ *ルト がそ ci 濟上 q 所® 赛 札で 摄 た*』 瓮 a ! Q £ «- is し w ゐた ことを g 知し • 〇； つ g 
何に L て も 外 ゐ& を ® 一^ 8 L てゐ る。 ル* ズヴ K ルふ 婆 取り f ユ ダ ヤ人方 1-2ょ？元 «1« づけら 
れ • に S たので あるが. この ユダヤ 4 は アメリ*に於け, 21 £5|乾 «? 轉2^爵1て組々3,|ダヤ ^ 2なる？ロツパ 
の？ uia - jK ニの プリ ム CS を 鑛 す 4 i を 被へ 16 ると 思 〇 てゐた ので ある 〇 此の 街の g «>' に g をな LS まり . L かも 此の 男 

も|塞べた者は全 <. 鑑|??ヤ人そのものであつた0詈して^^鑌するか班は麼时の攸|^歷し如时 
な る§ でん 幸が 平 繫され るのを んと する 露に 於いて 亇ズ ヴ二ト の P が穸 f を SSL たので ある 0 
この 男の 年來 の啦 1の和*は世押のどこかでー巖备むところは？ロツパでー攸明が £ ることであつて*この黎』說のー 
& する アメリカ |^の貢 « |じ.アメリ由をそれ|纪らしめニ托にょ？_民の阳心&内擊备の髮から外に 
外ら される に Ska な の もつれ 合 ひを 作る 可能 娶 |^ へる もので ある 〇 
此の 蒙に 於て R の ドイツ _に雜 する 行 勤は wiialgf る ものが ある。】 丸 三 七年以 §は|の朦¥行？ゐるが.その 
内に 特に t であつ たのは 5 1 畜音 のン 5 U 於け る 8 說 2 る。* 片 らの で この 澤 アメリカ 1 Jr 参 ドイツに 難 
して 計® し S るので to 彼は Ef 妒 發 i の 箱を 字と 备 L たので ある。 

ル- ズヴ K ルト大 顴 は T の 如 “ 々谨浮 g 明 fe の もを 妒し ?- 蠢呼 ひ^^ 明を f て轚 アメリカ 大雾 



した 0 は!！ かに 大使に ょつ て aai れてゐ る 0 
A . - ズ •ウェルト 大^! は 一九. 1 二八 年以來 9 -ロツパの*^ «. 振に&する凡ゆる^^を肘8^に且つ^に姐 ]|: せんと &| て、ゐ 
る。®^ その 1 に肉0て平斯ーに||^-耗すと&=.,然も平&^2 98 政||^するの用6ぁ*0*に践1ては^<金の^^濟 
敗 迫 ま ^ 貸金 6^* の 手 SU 1: り & する ので ある o C 驻、 ュ ダ ヤ人の 3!||に成功した時の祭〕 

これに 耽いて は ヮ y N トン * BV ト X •パリ一及 ひ ブリュッセル！^ のボ 一， v ト大 らの *^にょると « く坷き事 10 が听明 
する 0 一 九 一二 九 # この 男は その SSS & を！® & L 1 S め ||8に 於いて 致"* 箏^: の 凡ゆる Rf k ? すると^? 
I た 0 , 

«は他_かアメリ*の附此に？1-抄せんと3て且つモ？1主*の_を街つてゐる1 1 ^^1てゐるにも阶 |1 らず1九三九 
年以峰 アメリカ <31^* 大防 g に んら 1» 觯 のない 1 ッバの 两 1 J に てゐ るので ある 〇 航1には《は斯くの妃^65^ 
« l * p して ゐない o F l lc は f 两か これを その gwK を R 祭して ゐると L て も ドィッの f が アメリカの 悄吃 を riL 
xt は* K に 3 i す^ を す— 利を； IPL ない AJ ^ ilu H も^ §1§ョ|ロッパ «: に 0 いて供活を |«« く_糾がないのでぁる0(§ 
' * I ) SS ル 1 ズヴ工 ルト^® に | 1 た 0 肢は凡ゆる*8^上の&砂を@1て彼の*^人らぬ4^には**41ないとか^4^ 
を Jjk ない とか . x : * !- 瓦 3 |1た政价の代§そのままにするか驼は^^政4に©6するかか由明1てゐる0ぞ兔ニ骹は外2 
の に yw す |9*糾 を 抒る《な3£6を|5<の》? |!( &の代我と||結するに至つたのである01九11艽年3^十 51 日にはル 
1 ズヴユ ルトは に ムッソ リ—- -篇 iiiSs を feL たが これは f 2及ぴ政^^5蹴の « &した1定の金持献槲の £] ®^® 



i して 1 - . ど— it * せょ と f ,れた> 

i 。 f は SSI は— 露し な—— る。 wf —ii の f 

? れた か® iias 4 Bli 6 I 入 さ.？^ ものである 〇 

alle ょい 费— は！ し IF た—— 1 ふ i 
しかし 兵？, fi も 賢ケ晶 この i な 1§纪 古の お？ を 灰んだ わけで—。 

雲 fii — すべき ル——— 人で—。 HI — ん で— な 一— に ftl 
1 ^0。兵はけ|*|。そ|||ゃィ|では？||この 

夫 u rr nf - I - 0a 
やぬ® 止 L たので ある 〇 

*严次->で| 15 ; 0 為.^じ费£^上084^麁とい条进を*!じて3?蒙を生する蠢緊を,區し 

f I 層 §-1 参 層— して f I 粒 il ! かと. 
fr ^ ufyi ^. ao 

ると i !? い ロ 胃！ T , ン I の— 駆した の— S へ？ 1昏1て‘ 

そ QfJ い？ ィツから S に r れ 1 い。— fie とい— 11111 

51 ― f i 章 貴 — f 



r : 命 も！ wi .3 れて 昀畤に オランダ ft ひべ ル ギ—の 资最 が JRaE ' s rt . u ので ある。 然 1 この男の »: の1!^积5^てゐるの^13と 
い 〇 て 4 六月 十 §£の 7 ，ンス苜泪レ/|德朗である 0 この^|で彼はレノーにプ，ンスが »£ &?8^||||$ばアメ9カは 
する であら 〇と&げてゐる0肢^^戰£の％^3を篇むこの^1:を£に » « す>0^アメリ * U 4 は a ? 領の収 ar 劂 
BJV 4 i 5 i | t て ドイツ か 為 5 JL & MS Q 藍は 黯 しなぃ o あら 〇 と K 明した。 アメリカ 羁 か？ ロツ パ*-! 於け foB IK 
を&むる备ゃ一一-トイツ^^知つたことではないむドイツ备こんなことには紐來も^:一:ら記を松じない各はここに礬に 
*^!^<?ことを*しない0 

余 に 平 & の 4 2 is 箏のみ する この 髡 の n ; st : M を 糊に 明かに せんた め この 塌參 引用し. UU A きない 〇 
アメリ * が 目ら g H の し，^ れ 人 4 アメリカを SH しないので あるから ■ 1 n ツバに 平 «► が され § 合は アメ 
リカの 9 H 61 に 何千 ，， 1 を 轚»したことが余く！£欺と « れるといふことに今や 8 ^^ 5 <を »: じて來たのであ全 

一九 四 〇 i •アメリカ 大 Si は プラン ス金 & の 保 2^ 勝 令した が •これは ¢1 は ドイツが これに f «ぺるのを阶.^るが 
目 較であると 8 0てゐるが事貫はこ4^アメリカ3^3^&はせてカサブ，ンカからアメリカへ|^するためである〇 

一九 四 0^# には ル— ズヴ エルトは》に《!6に&^て來た 0 まづ彼は^|に »! する 21 +-5の1_^^»軍に！|&した0 
# J れは* 世に 明らかと なる であ 言％ その & と して彼洛米 § ひ§:米にあ^<^土の » 琪 ^* |?を受けとることにな0てゐる0即 
ち この 驳についてはドイヴに銥す*<^^:してゐながら、他^8の時5にあ|^*を2^るだ^8^にまあ賊なく蒸备 
ると 云 ふ： <*^はたちいてゐる0である 〇 



i ア で 象 在 カ容い s !」 押 . Jie で 
ifc る。 かくして ル 大 f iiM H —」 ょ？ 歡留 の,^. g w もてた それは これら 磬の 一费 r メリ* にと bi« 

II 廷 —— iKiiB 」 て 61 iirif I は is mili 

一 班^#! めた ので ある 0 

141 ±1 旮 にはす で f s iiilis aii ! ドイツ*: * 7ロンブご’|水 1$; 内でそれとな<年：^に押しっけ 
Efr s で— それ SBIH なかった c ぼ 米 W は ドイツ 2 I s — ig 力した。 一月 — i m 
r トレントン j は ドイツ 益？？* J ?. ブ ，タ J S ひ ヲンゴ - この ♦動を gw に 象いて 蜃 肪^^した。ー九四0 
年 1 i に in に K ける して 蜃 £ es に f に 乾す— 出た ので to 

I , 九 四 0考十| ドイツ g 5 VI 7 タル 茂 ひ— ン』 は アメリカ 迄に 氣 された Bf SI 
ちない ため U IK て自ぬ する に 至つ た o • 

四月 十|1 に 於け— Miiefr— た* is に K し S 梅の®^ が 行は—— トイ， 

w から 谮 した iK イ —pf g& ® l,Jf て谿 しこれを it 引. 系した— あった。 

そ CS 月！ iu ル — V ヴ H ルト i _€ MU 十 s^waygf • sr vmlli は引蠢 きアメ 9 力 諸 «1 で れて &令青±ー 
33* は 3&のた备 行す るノルウ H — 2 が 蜃 g に f て れ 5^.されて|男六月四|はア专* 



の ulssai がグブ i ランドに 卵 着した® 、 „ 

六月 旮 になる と ル 1 ズ ヴェル ト大 11の§に?£ きア メリ 2 Jif グ？ ン ランド if イツ^^® を窗繁 以て 

擊し たとぃ' Willis が ？ れ rr o 

S 十 晋には を！^ して、 於け る'トイツ盈の »; 絵が行はれてゐる0六月十§に及んでル丨ズヴェルト 
は •トイ ツ Si の 5* げ •技 6 gk _ s PFt : « H « を 翳した。 霣に ル， ズ ヴェル ト大® ドイツ 通楗 1 トランス •ォ ツェ アグ』 社、 
ドイツ 及び K イツ wd £ la ^ Q l «: & を SS した。 有 Anises 間 •ル ii ; 大^ *の$ に晉ア 
メリ ssbl •トイ ツ 斧した 0 
斯 く.} vt ズヴ h ル ト大饀 は、 Ki には ドイツを 爲 は b 明！ 」 柏き、 夥ヨはドイツの緊&^ぁたかもー大ー^^から 
一九 一 至 に 無 ^ にせん と揪 して % るので ある。 

これと 時* Ei -^ して 彼は ソヴ T ト 黯 に 8§の£束を8へた0安古には罱としてノツクス§^^.合®^^ 
g 臌に 酽 る翏 令を 受けて ゐる と酽 した 。丸 月 ii は*^^ 1 i ?1 ア 』 際 •鼹 の 受けて ゐた 命令に 從ひ 
+0 B m で イギリス S 行 力し、 ドイツ & * ^ r & K : ic ! r して した。 . 

£. s ilS の ドイツ^ ア メリ * の！ イ} < ir リ k Jibsss ^ し て加はつてゐる事 ^ を^^し^^被には丸月千 
tH ル T ズ ヴェル ト It かの 5 ひこれ に$象©般 の すべてに K する 紹^® 脅を 览し每 断たに W した。 
九月— こ產 が グリ i ， ンド東ぽ 於い V •トイ ツ撤水 U 一 191 にぎ 梁を 加へ た。 去— には 5* 

三 一 



を fi & に惠 して ドイツ K s 產 iciw 赛 aj た 十一月— は 
£し た。 卜』 r — し . C れ * 米 麟の甜 yefgL て その *? 氣 を 製に 

ぎ— sg ^ Knf 裳 g 会擊 

1 威 ¢1 の f — は t 11 f のとして f ん 

■I で. f _1!! ?' 1 1 °: ッ ハで——. K ! —i 

flf I 含 

*」 の 男が そ * o re ? ャ 人と 共 I 商-—— ひ— 5? 会-_ 

で そ— f い Tf i * い。— 舎 f ? if 、 41 

それ f isf 、 f 主 層ち 出し . それ か ;;^ U1?. び f * づ— —ける. 

を 1 1 * I rf <i し f If f を — 

產 f f 1?— —IW て — び P び 



ては » くに 8 らないのである0 

H 本 K 阶が ttf の iit * 者と： 12 i - & く 商 琴 > s 句 | 81 !此の上か、る|| 2 ^弄-^らすとするに茔つたことはドイツ民用及 
らくは 全 の ||^ 4* 4|1:めて鉍 > の扣<>^8とす.なところである0 
ル ー ズヴ ェルトの «*. »にある勢カが9:£なるものであ6かは鉍々の5|^るところである 0 それ |1 かの ^ &のユダヤ人であつて 
このが 運の ユダャ 人た る や 我々 鼴 ての 者が ソヴ H 1 ト • デゾァに 於て を 以て i め* 且つ |^せざるを©^かつたところの亊 |6: 
を 我 身に Ja t て も！^ すべき si 判 f り と 把轚芡んでゐるものであ令このユダヤ人の|^に於け-<>^8^るものを 3< 々は<丨や 
ks に •る ことが 出来た 曾 萬 人の ドイツ 軍 its は、 この* 3^ユダヤ人が人5^歡との魍てを2|8し橢し；41 |« の！^家自 
の盼を 以て 米た の だ、 か 〇 いふ 學 liss ^ a leB 大一 p どの 知&ぃとは思はぬところであ一:^がそれこモた：-拽 
の k if の ka さを® s ■する だけの ものである 。免に ft ? これが 披の 爭の 11^ だとい ふことは 我々 の 知る ところで ある offl ち ドイ 
ツが ょしん inn 本と！^ を 鰌んで ゐなか 〇 たと しても 1_1_と次か，：^を*明するのがユダヤ人と1のフランクリン*ルーズ 
ヴェル ト の！ && である ことは 明かで ある 0 ところで <1-0!のドイツ誠：^てのドイツとは何ら共通のものをもつてゐない0 

08〇て我々は*この 1! ¥£8£ « が*2}-*8^せんと抱て、ゐたことを*今度は我々の€からも行ふであら〇 〇 |2 身が：1:??の_ 

*^からとぃふ妒舆けでは？て、耽ろ髁_鼷の？の槳砂が-この8綠時 ¥* 」§3民岛緊 »? らくけ券ー2ぼっ 

て 決せられる であ^ 〇 とい ふ*^ 珲 K する に 足 と 努 を； {TLX ゐる からで ある 0 この ^£优が我々に財1て疤て、ゐること 
は、 我々 に iisSa である 。彼等は 111 ての 民主々 恭 ドイッを m« li に s&c た。 波 等は f の* K tt s 主 _ ドイッ^ ■* したいと 思 



,?1 f ^ XRL ^ i £ rl « iTI «- 

6 Se がイ N ? でない％ 串知 を m に T める T な もので t 。 (' K s ; 社禺运 も？ ® , れて &|*&んで*衾€ . 
f U - ^?けし '*' け务4といふ大それたこと车ろ泛に.&自の_の欠*|のた含*へてでもや^^?であら 
う。 i は a 層に、— も 0落で德為*が|薛‘恥と？つてゐるのだ〇5ッ屋とし5.チャ—チル 

氏 tt ル- ズヴ エルト 氏から も •乃至は イ 1 デンな どから も、 歡 金な 系んでも らう eg はない 0 K イジ 屋の欲 I のはた 
vie ® 忽 みで— cp ilit して この 稼* は. X ? 了 チル i ル， ズヴ „ ルトが f 在 K 接 eg ,, もてよ 
-と知|され4であらう0ドイッ爵は.1&||备後に艺て|-| 1« は長い配に於いて今 
日 ほど 1 1 した こと U 梦 Uv な <• 姦斯 4 f taasS 虛 i ;^ iv 今 ae <€* us ? f 得 ない 
ことで あらう 。 f ら 备く备§であつたこと备て？.また^#|,に|てゐたこと，„3|であつた0そ 
れ « u - 余は. {-09^ »» 公 » -2 |«; |^嫩して « 妄2.^5ら1めた。阳ち38舻5 1» ^^铲目 (8« せるル丨ズヴエル 

ト isi , S 達— 塵 f f ィ 1 tMf 」• f 1• f 本 善 f て*. f 

目 SIEQ £ oseJB ^ 左； e 、 SM 4 if !1• pf U — 英菜 g H » „ .これに 
1• K に— I みなら K V - ろ.，# の— に f |£證| の—— 11 & しこ 
わけで あ％. 

Esa^I-Ksi-v% H ts . 铲 i sf wcf MBS 馥 s oe .* を SLVf f lscssii HE v-K^O 



兹蔚1:^そ0控依る «- 1^ ^| っ萏穹ぢそれ©6蜃0 5 ±: の當を％|&^&2剥 «- するとい畲き^&::||を 

於へ てしたので ある 0 ci 大觀 の^ に？ せる ^3 振りけ、 S & i 1 切の！ B^s 上の W « ® CS - J * C , S ^3 K * ^ 5 I 
に 向 ひ、 ii の &を耔すろ ^ » け538に於いても钇 « け^^&し，14|!1丨01;つ8^するやぅにとの你令を下すまでに立至つ 
たので ある。 米 B の S - Kaljg け、 かや 脊方 にょ？、 ドィッ g 备 fKfsi ^ R に gg したと* で W ? た。 霖 
の多|«5^*^1|の||&を受けて^^れた-^、その弈1;6見たる鬌0£411:^せられ、且〇£^せら^のであった〇 
それどころか*霣にアメリ* « 价で22£*の公<?1^をも行12^す1て*ルーズヴエルトの&+:な計38たるものが^5|^<ム丧せ0 
れるに 至つ たが それ & くと も 一九 四 1¢ に！： M&K M を^ u ょ 〇 て その 本*^ に 於いて SS せんとす る ものである 0 

これが ため* 犛來の ル— ズ •ゥェルト 大 i £ u 依る 堪へ i *4 Rj £ J & tS にも航 けらす • bS の S 犬を ぎ、 台^ ■との 正常た® 
を|せんとする*$峒_の^な^.;£^^=*するに足る^:カけ、全<水*^ ||« 1て1生つたのである0 
铲 に 於て" f 阐國け、私に1^0〇8-九月424^1の11*^虹の盼定に»<^本と相6へて*それら111!1とその*^とを£嚮1 
且つ， それに 依つ て その® S と 獨立 とを！ I 持せ &た めに •アメリカ 合 |!31と苹1|とに較-^«ひを開焓するの ± ,^きに茔つた 
ので あ 今 仍 0てこれ £ 1_装の «] #^を^^1,且つ^12べルリンに於いてこれが*2を了1た次配である〇 
アメリ * 合®® 茂 に} i する 共}! の B 鱗が：！ 兀ぎ られる 4 で 22^を收めざるの歌 ^ ^8の茯办をもつて，4<11:本^* |!? 价 
ドィッ5£政价茂ひィタリー國政&け £ の85^足を麻定せゎ0 

k 1 « 0:本 » *ドィッ_§ィタ0—《けアメリカ今|^ § ひ^1にょ03! 831: せ1:れたる闳呢を其の&り0る1切の货4^ »: 

i 



\ 



• n 天 

を もって 85:に8る，で|^す，へ->® 

r ” 供 日本 ■•ドイツ 繁ひイ タリ 丨_ は 相 取の 雜—る 謝 譁にょるにぁらざれぱアメリ—贫^^の何れとも斯を 
ilms をな さざる べき ことを £す0 

85: 111* 日 被*- ドイツ ■及び イタリア 4 l$*av£ 結した る* 1」於ても 3? 1益0|8-丸4吉そ81}*した*11ー 

KJT.to 

gn! E* 凝 遷纩と |35 時に宏せらるぺ<51九四0年九月廿セ日の一:蘊 ||: £と |31? 1肾嬴たるぺ<箝涅*氟 )|8> 
問 ef eiw な. osf て, 於 ける. 擧 gHSU&f れた -cB 力 dE ぐべ- >〇 

№№1! 

一 S08MS たぎ— の—% igf れて av f は この 隳は §*5ひ «* かわぽなら？ぃ备をすで 
|に知0て| -« にアング。サクソン呼ユダヤ擊犯|がボさ5イズ七」昧-昆|此してゐ|5 
费農社 謹 su.2£_f i ら ない。 Hf イツ C 持に おいて— f & の f lt*f S 
ぁった* J と齡 した。 しか. JSUUJKCK ける こ の im^g lllt y ぎ. ^2:|&|舨思霡の*に抝§々の配 
基 w し idS で， 4令 

•トイる f 备から «! ひ出1 «-- した邕はおだ泛な*】苫兵士でぁった。この囅が智に陡*でぁったかは*< 

め 知る ところで ある 0 



« か- \ K o s flr によ？ |^されたあの小さな靄繁ら1九三コ早1月コ1&の )| 配ある《4^に 5 るまでの遒は||^}|^ 
な もので あつた 0た \* 驊の§のみがその55^によつてこれを£^らしめたものと考へるのである0 
< Mn 余 ti . sss *. UtKQSb 及 を裝 L てゐ る“ の ^ 後，. icill に I & 結せ k 45 の ある こと 
を 知つ てゐ 今 この 簾と 共に 余は 大を なし • g は 4 じて 大を SL たので あ, <>0知 の は莓 であ 令 
しか-^ Qelii flu た 右 道は amli 於 vA んで來 た af • !*> «?? すべく もない。 ドイツ 麗は •ネそ q 為 ig 餘に 讧っ 
てゐる こと^ SiB して ゐる o 赞 S X の 兵士は 最も^!!^ る gstli あるに T ら その！# se を ^ fr して ゐる o xf wt KI : 萬の 
ドイツ H 民兵 62盡に！| 人は、 HsliKSKii ffl * «® i 5 期 ii ff : し 私の爲に 鬏 てゐる 
si 我 ¥」 ■結べる ものは 获身と 薄 1#^备き*我々高^§8を待つ » カな_ > であ今アメリ*の大§§とその金*主 
KS 1 »» は S 々を 持たざる ■•〇€ 名した o / 

- K は 正しい 0 L か L 持たざる 者 も 審んと 欲する もので あり * xf 字る ために OS かに 所 柯 1て ゐ f のまで* 持て 拿81 よ 
り ||11れんとするを8 «: ^ に6^せんとするものであ，0〇 

8 ac 蕃-蕃 の 知らる 弟く • ぎ 一 K ばめ た で沉浙 gli ll ひ斯か ん とず を 有ず る もので あ 
•09 » 君は4!余がか<の如き^|^2おい « 何 ¥ をも8^す* 必 £ とあら2^何なる5^をも£4す*<?6 ^ を有することを知0てゐ 
る 0 r 

疼擊に 1 hi i i ー聋 九月 一日の Saii おいて •今次の 職！ S において I の 力 も 時の 力 も ド イツを 职せ L め 老いで あら 

i • 



= 7 C 

iM :: せんとす 盞* を 勤 fL め替 いとい ふこと 备 gL — ので ある 。 f 5 に L て w lft : に 在奠士 0 溶と 蜃の篇 
せる ところに©^ を季 ならば • の 如きは 全 4 ずるに 足 pci 差 もので— 0 L か L 、 笔 S 々に HC 前の世 代 
に： トイ ッ罌の f と億大 のために 费た 凡ゆる 人々 の？# ふ 衾ら ば • S 々はこ こに 初めて？ 鳥の g H 2 にか か— の 
籲り に！ BK なる を i * する であらぅ 〇 

L か-^ ら . i 6-」 ewe * I 3 sl せんと a す— w 浮 51 i — て I ® ic たりと？ iw § L ない。 B 4=* E ! 

て、 篇 *^ VK ? ci な viif . o & K * 4 毛 君と SU 、 3<耷、 8 ド vs - BWJ ^ EQiisu 於いても 
»? かの f く 、 f I に 出る 2ら，，0 我 曾 0父？ 1 0? が義桴 W れてゐ 4 時. 緊に 在って 昆 
©溶 1 * せ L * んと— 1 は. 思一 人と して これ 富 ふること を g — い。 研く も ドイッ® 落を® L . 艮の 
霭吣*秘<、 5?? 霤2容裝す备みが行はる<10り，辯なる85|を*らぅとも篇であ令かく如1あ|けずぺて桁 
IK に ■せられる であシ i S * 1 1:， *, «! |连,^名 |(> の£.こ6鋈を麻迗 62 1、象あ|を聖 ||* せ 

' L めんと する 者は i £ の 中に 死んで 行 である 0 

k 身 eiBs ® ひ#** してけ？ 4 la * iQRISU . ドイッ Kjg が 备 居 想に ー&鱟 した こと^ j J 
で—。 5 こ 61々に 8: 1て大な|*8へ*ムた0|けか<も »- 大な1の1 |(: た？5*^_,*ふた？影 
UK して £’ ■*&5;て蛋| 参 君 い 。！ Jclf イ— みて K イ も 忐岛 * 止ぅ 



» るの|^有するこ-^驛に !!5 8するもの'である* 



ント D ップ獨 外相の 演說 

クパ 及び 東亞 建設の 戰ひ 



11 ^nli 
2 —1、 il 恐れ— で 

s* わ sf 『 5il 養 s. 軎吞黃 代脣 f I 考大 &, 震 • s 
H “ ◎ク ir, slilf — i — へ 

rj そ uma——* で If しめ、 efFbpl& か — 

のぼぎ i の— 1 至— iii — 
M ^^**證艮备运ねてぎょゎ备文§の «- !螽である。 

? f ^ m !- ^—£^1 i ^.^ 

‘I — 、 I 、 ！、 ■■! ァ—— — i 還變 |;ロァチ 

ア丁抹 MB , 和 i 白 Bli - ps にょ？ 昏？ .1 ヴィズ * igs 力 tgg し JflBg 

1 ul ! If ff f f 

C= HU 一一 1 Ti II を 

ef へ f t &— で— そ .® ♦大な |驽| に 肾 —lf I 



看は _民& 主 f プア ^ ズムの5?83^#«とにょつて谷§民の8^のための内2な堪を抓級した今 5^ 0 理 « に人0た0 
である。 E ちそれ 铎 6の ^ 价にある ^ ど职し || いょ〇に « はれあに1^-^の1|;^ |« 來を3^することであつた0_ ^ の办 

經少 5 b 成る gekSii 琳 i され ' 己 差. 枚な昏ょって蟊されてゐ—緊民^^挺のぬたる 

ヴ K ル サイ ユ條 r ]? の！ tss に 酬ら されて 教 した情4=に立ち立？もその&^欲し裒つた0民^3||は蜃に於て^^の « 
li の 分』 に 少な ¢4 にし かあづ からなかった 霖 ,_ 民の ^ 活 QjljJj だけで も、 g ち パンを gj ^ g せんとした ヒト？ 
象§ムッソリーー1爲の#らな5|8に！4してさへ*妁ょり擬したのである0 

0 ? 

象が ダン チ ッヒの 自由 皆に ^! S 7 C 夾その 脔たるダンチッヒ市を落&5^しめ、ダンチッヒ8酯驗に^1動*良を* 
R せんと 欲した との 琿由で • « ^| が今次の ^ |^ |( ;^するの * に出たとは*今日では柏ど « じられないのである0 ^5 ;!1|これはー九 
三 九 年 九月 三：！：^ M が Kils « を £艇した|? なる*; ikSiii に*^ ない。 

W は _ |51 £&を »|: «してゐた§の « カ者たち^1||3*巴の|人の « く1|^|してゐたのであつて、》ら |£ » 配に |« して、^* 
巴の 大备 たるに 相 _ はしい、 成は 多少氣 安の ない纪 要 保 g す畲 所を さ， 7 勤へ なかつ たので ある。 何 K であ 容^ gjg はた 
だ 夾の數 S 1 即ちそれ盎か£千1革3!人ヒ44热の|のーを觅55せしめ、<千萬|んとする人ロ2配人に 
は 必 S 4 くべ から ざ, cikli をす trS へないで おか 〇 とす 然た— _の供和§からであ'1人の «! 1とぞ獨&の社 
翁 に »ずる革_ 6 «_の^^<からであつた0であ，<?〇 
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? ヒト？ 集 iiSS とければ ならな かつ た备 で—。 WQig 誓 gS は ？ 79 *ー」8しむ82つたぷ-^人の8^- 

© B き 3^ 性疫つ て W ®* R 者の！^ St に #する获身の8^を«め|たのである0かかる啦1の；^な5^ |§; *» 矿るのは 
袋して ゐる艚 著— と 5 は 衝 したので—。 和が |事供昏|ず、幻、|人の备を5^ざる爲、蜃 
は 茯 し て BH L ないだら OJ と • ヒ トラ に SS L たと； KD n » らし^ Ss なる wlsg Rr が 果して 正しい かど，— かに 耽て ナ、 

汆 んで 之を 霖 の^ BJi s する ものである 〇 

巧し 便 に 於て は 之れ胬 の 他 の箏、 も？ 學が i を 見る に 至る であらぅ 0 即ち 3政抬家が果して张明な||^^ 
つた か！® かに 4^の拖决が下されるのである0 4が自から3する所に$ば"05:に «: ては》に|を絶てゐるのであ * 0 0 » 時と 
宫とに於て瓤に學8^ » つてゐる事は編めて1»の|人心とつて&白となつてゐる0面ち » 時に於てヴエルサィュ ||; £の |3!( 
瓜と獨^*民^*8とを較める&として、英妒 |1 殊ひその^^*1|^の»、獨漱と^^結ぷと云ふのであつた0*が今11:に 
於て は Mi は^ & tH < o _ 一^ iig に! ^し|5* ^ に戰はなければならないのである0 

V S の！! H と共に wb は、 ョー ロッパ ns ■をして 一 _ と 次ぎ^. に i のた め 一 in lt せ， <* i の 作 « を 取る に 至つ た 〇 g 
して その i を 承つ たのが ポー ランドで ある o もし^ a が ^ ホ ーヲ v ト aeg をし なかつ たと i すれば、 挪論この_は8|^との 
平 & 鐽 钃 の遒を 透んだ！ 一 8 ひない。 し ts 、 祥 しく 云へ ば チヤ-チル K 1 は ボ丨ラ v トを败 動して 跋酽和 の I かけ— 
くる C 至つ たので ある 0 ^ 4^れの#3:相及んだとこみにょるとチヤーチル&は8時«に2!31の1チエンバレン ^ 0 «* «に立 
•0 て ル丨ズ ヴェル ト氏 と共に 彼 を記恃し紱¥に||りたてためだ。また5酽は，ゃはり*邮と|6钃の要逝って來たのでぁった 

五 




A* 

が*卜£も蠢〇§で<9く仁とにな〇た。1&0^の41|^秀|*^1は，备内を故つて|に至乞めたので|〇 
かくて お 次の *? は證 であ. c 、 これ s くものは 和 蘭 及び aKBK で あつ た。 しかし^ *g 班は、 g か n 、 f 月 e 問に これら 
の 5 を 占 竿る に SUES r ^ i ダン ケル クの 靈^8したの々|0しかしながら和太利は.待たざる_ 
に B する 待て^ SE の 82明に於て、 » 配雜に立つたのである0 

^ しそれ でも ^ ほ ^ fis lt ftj くこと を 知 11^ かつた、 邱ち革38^^だ 3 1 ロッ パに|^{し得られるも 0 と考へてバルカンに_を两 
けたので お る 。# s «»s は 此の 時 パル 力 ivQ 平 ^ jli^Q た兑 ゆる 外交 と ^ カ^!^? ゐた？ ある。^ は ダンケル 
クの 瘀 を 肝に 1 ずる こと^ ✓聱 组に も •キリシ ヤ及 ユ丨 ゴ 丨ス ラヴ ィァや ■の s ^ g s & K ; 擇 、菜 入 せんと ^ てた ので ある 〇 ム 

プソリ i は您に 於て 此の 恥 诹 びに— S 々に 依り 薪から^ されて ゐら發 ;- 邦 g &8 良 太 利に 鬆 する 
栗 f SC 窩 W に 於け る gp 等— しく SS して • i の 溫に デ明酽先づギリンャに菰し时行し、2行8^ 
露した の である。 次いで 一一 1ゴ 5 ヴィァ が® 全に 還！ i に老 、 § s がそ をす スト， リャ段 ひ ニ ユ —ジ， 
ンドから公然と出勳せしむる、85^1|8は沒好な裳の那來を4?、|5^にして83:のこの 2|> 分を一學に蓄人の手から » 
捕した ので ある。 斯く して セル ヴィァ も S も？ g クレタ島 もこの 8^ べき 本 as の 輅に なつた Q だ。 6^加§ 大鬆が 
この §な3 の 6® を 再び KS L たことは* 」、で序でに汾べてお<0 
然し ^ ら 8! に*^ す ヘキ 4 は |^が 凡 ゆ K ? iM 巴の®^ るか、 S は { ETD のた め B f « に 用 そ & まん. てた 舉で ある 0に，# 
航はら せ ti 巴の R 治 家は 8*|兑 し 正 て {^道_ ひ-期く の 如 今— の 11ゃ他の «: 勤> 



3£*したのである 0 

どころ が S が && ^ 、西 ^ |«: 职珠ひ »; 8^に祐みた 1| ^^丨 これま^: £らこれを啊 11: せしむるものとはな^か 
ったので、 S ひ チヤ ーチル&§ルーズヴエルト氏を幕年る<3^の！&^^1番は東&に£*を4|がざるを得なくなった0 
86^!余；^で、共 ^ の所諝8^のかの »5 «?: に|4}べることとする0この9^こそは他日*必す<^明の||結にとって1#^ 
巴の* 时 、ひいては tit 阶 ずべ ての 文 # < D »« ^ K : fc o - t : «» *^^S^IPJ /x K > % o t ^* tt ksTto o t ? ^ b K^®l l£ si y «( iia 
て^ T んと する ものである 0 

先づ « 初に 一九 一】 ーバ年 S 5S *; 獨 ソ民 5^ に 》 li ft っ^ |の«|*を认出さんと<||^て，相^^!2&^ひ¥*14^足の ||1: 
繹！ 2 基き •モス カウ Ri と！ lil ^ l lg せる 事 W を 也 «していただき度い0_21^主*^ボルンエヴィズムの問に1|*<.0&8§ 
ttt K 略の 蚊 1、呢批^€時|6^のむ晚は此の铒&1出るまでは姐々ならぬものがあったのである0 
S 時 lii Ji か O L た？ 41の他に、かぅした絶_が1|て^を出し*ソ#はいきほひ泔|^5の|&1 » し*衡々に1 «; ひソ 
yis & T KMI 巴の 他の 83|に とり 邦と なる であら ぅ との 希 f 抱 いたので あ 0 て*こ れはソ #に於ける睬る«2?* 
の aar 同 _|§^に昆るも«めて2©^ものの如く：1?られてゐた0 
15 逸 u の 泰 明を！ & に K 4 しっっ 1九三九年 *5 ::^ソ^8の全^^を拉みるに茔った0其の間霞は^:§! 
陳のみ に： 2 ® し、 呢 々& S の阴把 した 時 も 51 ソぞの 航來 ずべ っ ^ けて* たので ある 0 
11 K 5 は 一切の 4 然に ダ、 あ，：^ る ^: SS 舡の薷 せんとす きっっ 起に 1 &13*备の孕》歡民を 

七 



Sa へ _ せし むる までの 斯 f 取る に 至った 0 

蜃& はこれ にょ . C ソ K の K®、 SS SS * に 雜する胺度に^*^£^が6へらるべきものと£3じてゐたに1^らズ攀|;は 
基 だしく 失 ¥來した事は « 5?知の通£であ^> 

1&ー年<月廿一百附を以て外|‘氙に番せ^812於て、獨©氬は涛瞅に鱿し>酽爱の穸檯ぃた 

1 y&t i 淳 t ソ SJ が 1 41 艽 年の 81 定を 以て B な と 同一* せ， を 公表す f ころが あった。 

スタ ー リンは 獨 ？>*^茯 ^ ずるものと霭职してゐた0彼は§と两^^4^|13|との|^«が |? @し、何ら^, 
を 勞せす L て ボル y K ヴ イズムの lelalws^ PI il ^ r, しむる ものと tg を 括っ てゐた 〇 かく あるべ $ 584* に &し て ゐた スター リ 
ンは 篩 Sue を！ so 、 I を j 巴ょ.^ する に 及んで 少なから — fig じたので あった 〇 かくて スター リンは! j 然其の 
•職！ との | g . c を S し. 除 斯 いだので あった。 ：：： S 時 は撕ソ 器 を 露し で^ 6 分 
子が 依然として JKSbbg ->£ Jt 、 スパイ 运孩 |3エ您 皆せ— と P て^® イン f ナン a ナルが •ハル* ン 3 氏 ひ 全 
M に 於て 其 Qsil } g ? iiil しっ、 あった！^ ggg 衣した？ あった 〇 
w にソ 穿 が 凡ゆる！ 41 g し 如何にして R & g の ボルン エヴ ィキ^, 遒浴に 於て は S •恥に 於て は* 1¢- 另 Pag 

V ダ丨— 8 U 5 *• ! •を 落す るに J 6 して 爱 の篆 翳し、 ヒト ラ丨蠡 が 此 の黑％ な 赛艇霁 る や ソ囅は 樅 
5^ # i bgsRi — clI 」 ®: 3 B « uiJ ^ しめ ‘ ssi は 8攻；^篇 « あ-^费 亞 5|^备 巴に 

w ?® s せしめた. ^ ソ職は最後兵其2畢2^のみならず外交落に於ても？と繫¥をとるに|たと云ふ8 



§ に— s 费 id SSQSWgig した 0 

■ a 4 e «* した 文 霧 UM くと-モスク c -纪 英大 & クリップ ,<は - fJacB - c ソ s を |0氣*4ると>.|ろに|ま 
んが ため 95- 力し、 « も此の&カは大いに «: §した』と0 

S、 蓉艮は 1&0^私せられた3备露4に8する騷な|佘した0 

この 文 ■にょれば、 英下腎 SSSST 泵€ 今®^ f 寧 2K て 何人も— だと ml れ— 、大いに SS して ゐた 
事が— に 明らかと S た。 チ ャょル&は下除^|* #»» し、*哲をして£ぴ§の魯备に煜せしめんと；|みて、 
下防に於て次の樣^&!明を級浼した0 

一、 チャ-ナルが クリップス 5 ソ英大 S 行った 13 き、 ソ S が fe に— て S する でぁら 0と明故なぼを得たいと 

1» 电 H; ひ 

ir チャ， チルが ル 丨ズヴ h ルト大 蜃 SS 擎に f 無斷に ふべ？ g の £1¢ てゐ 氰0 
君泛佘*衾 0 &^喊に » ての酽に依れぼ、チャ丨チル&はょ淨 «: 明&みるに及んで， *!/ め|*^ ||* 翫 

に || 1 *<^を1榭1*十 «« を|^1|:1得たといふことである 0 I 
英ゾ 3C wiaMi sdri NUW て 深 B 雄！ iiL て sii& みた。？ て 一九 四 i 益へ るに 

及んで、 ドぎ 英ソ共 gM 作 a? 顯 elg へ、 ぎ f 四疼_| パ 5NB ST — っかけ と Lllsvi 



r 5 

? 此の 英ゾ は ペル* ン黎 ss 腔を 出采 拜畲 ゎ 一一 承ょ. 0备するにあつたが、 45 免も5ル*ノ^||反 
び士耳ぎ雰酽が窆て羅の羅あ初一一依ゎ事な—得たの贏知の如くであ令 
- SK ソ 瓢酽 前 ビ-ヴ アブ. Js m c 凡 ゆ K ^ g な裔を avyrRe ず f いふ； p * o ^ j 明 や.* た 酽 eK — 

iLIi ?' ?f »0 plc ? mil ° ^Kxf n.ora 

に if れた ig 結は Kus い SPK て f L -c l w f 公ぞ たに— 怎 つたので t . 兔 言に 於て 
ヤ- テルが ゾ f af 偽 f * た KUR の gftvf t 及 スタ i ン el * に— せ、 配に 於け — egh fu 
taiuKA け 出 L 、 IUS けた 事は WIlsmK であ. 〇〇 
チヤ-チルと 共 K *$- アングロ f 腠は豁基 て • vg 舊ほ 3 の 於け 良 a §^ g^ r & 知 も 

R にあ & ると いふ 58に£ 第を つないで ゐ るので あ 

かくて Hk の 民 振は lrli ィズ— 題を 組£夂 正な 還て 裝 L た。— ボルン？ ズ ムとの 辯 

SLXa*mK 

£ であ 重 & 公？ たので—* た 業 Qg 8 合 や »; 傷沒 . vg 餐と植 の 和 へ矣た f の败の—抓 

Jm L ^ n ル ♦ 丨 vullf 一な saJsstiiK す.^ 61 とな 〇 y ゐ全 ，■めて 正 JIliR ら の 裂_,てゐる|^ »; _,^|_,た® 
である。 

1 i 人の#— K 鐾 eisisIly •は 元 *^ g g & 騮 e —鬻に！ と？ 



でソ ra て爨 ae st ttj iL て a な て 6 た 大^ <备歉ゃ紫斟* は‘； ae に isg ? 

あ 备 L 、 * た 言 そ el であ I ン タ .？ の备 *為*及ぴモの友人スタ丨リン0た|% 
liilIL た の である。 チヤ，， ル 及び ル— 多 |は彼らに依？ %[ 管れたデモ|_ « な备,|,に严ポ？—. 
U ム RK n £ よはい 备 はない と窟 .，た e で t egl 蠢 〇 凡て CS は* Kg •ホ ヶノ k ヴィズ -4 i 豐 に f 良渺 

瓦い i* と 层 とを JrlgEL た s で 1 しこ— タ ilf れてゐ た^^は 全く 現 はれない ので 

あ 令 

チ ヤ；黨タ-リンが差 -«| に|の复な秦*^と2ふ0*|ひ涅されて|とは全<8;|】&して| 

と I べきで t。 こ の霡は 4 u とって 彼ら 落 の氍 な よ 4H して ゐ* よぅに 思へ— であ*。 

*i ヶ晶 にわ， か 昆 の* 44 は 妒*?&き * 凹ち|沁の4*によ？_&てす，<?|8を！^し？.,^の明 

10 RO 5 IS ' FR « ?. a &- feT « v«OF 

rlssMi, f ijb を B ねたので ある 0 

こ of な— の • 一 f し 2 とへ, らで n , な— かたれ ざ— ないで— ミ 
■は韋 § Q & al にも 及 S い £を*肮のぞ以てみ0めてゐる0脱〇^与云はしむれば、聚^^の龙^^‘ 
昆§氣 天を よ？ 之 24 SSM されなかった とすれ て 無に *し かっ？ あら 〇〇 



IU 

て？萃！2 »; ||| せらる、に茔ったのである0ソ瞰に於ては浴9^呢！1身を寶った1人の玥慕 * 斯なる8欲に||られてニ !«? 

九 $にも上る其の_内の|£の辛カを1っの：〇6に网はしめたのである0 111 ちボルグエヴィズムを8するモスセゥ主 8 にょり 
令^を _せんとしたのである 0 8に5^^〇で4^の3^にぎす|^^として允分でないのを§§||したスタ|リンは*职の 
如 と篱 靈 とを 以て ft の 器 の爲、 ^ カを以てソ呢に^ «» せしめたのである0人も《も^^な^5を以て，この336に 
E ? 4 - c 立てられ たので ある 0 费 亞 人の ?;. 縣及 佔水赃 は 袋の 蟊に BMv なった 〇 r •在の 贾並 人は g ど 令て 
a る も m れな M 屋に钯 み に 1 一し奢 に §あ らしめ る 所の 令ての w , v 失っ たので ある 0 能力 •や备、 W 11 枝 等の 那扣思 ひ 
3 ざ 备 であ％ 轭 «« なき •辛い、 _な 、何等 5^の免しみ、对||8もなく|8^亞人は人々の£砥88し ^ ない «1 き2睽に 
防った ので ある 0 人 班が^した粗|?&か13をも經たない内に人賊をして雜全に识生にまで3れた事 1|^ を|2める；£は§8に ^> 

疼® ま t のが ある 0 IC の W 人の wig に 於て ぎ も も W 時 ^6の 8 あ§され、 » 後のーループルに茔る以供|^|§ 
£すあ襻 <0. 髮ぐ W & S 張の S に*!^ れたの である。 斯く し て 數年 卵釕 に^?^ 6 や^ E が m 在して ゐた* に 癸な 金 
蒎 及 1 &£の》の大丁5^*^され、押てけ平&.^_であった £ に大§ »> の！&學职 « や飛行拟が « 权された0 

M 巴の 技 治；^ ひ « ^4ハがソ8|に；5^と羝ぇるや*時を2さず此の9514<ボルンエヴィズムの职航 0 1ラーは，^^8に2|| 

す feu な？ ゐ た。 K % ? l i 年 とい ふ 十！^ に 立ち上った gi は， 既に 酽 esssi ^ si ^ M みであった。. 

_!此の尨大なソ»の||^張とその斯^^スタ1リンの5^8^をめぐるー切の1と前|^忤とは、 »! に次め,^にょ 
”3 ちに し VS され v 了った。 



n ち IBS は 6|£茂6^^9|を » げ1九四ー年の4<^|&0|^£に於て牝の尨^9を到|^き * でに «): きのめし*||0|巴を^<秘 

ボルン H ヴ ィズム の觀8あ斧奴8^5の^4から&5-^たのであった。此の纪疼券に象|2藍すべ|ぁ兔 

和 U 此の 6 £‘に 1 九四 1 年に於けるソ歌の_ 8 と和|^^ 8 に§^ 11 ^^の 90 く 2 ^する 0 

r 大 _ に H された WS M 後の 断 邦 も 今や ではなくな つて 了つ た 0 si 设ひ その 耽 con は 今や aai 巴 :-. 於て 代 af さ 
れざる ものと なつた o ^ も5® すべから ざる. V の 犯カ !1: 今や ^ 々手^:1||^&の « である0 
一 . にみ て «® 2^ ひその； Ji ^ lt 今や 全く 资 からの® ^を^$5としなくなつた0^|2|巴は今こ&^:に£^の^^か 
ら解 SK された ので ある 0 kK の € 及';^ Mli ftc は 巴の たし 得て ある 0 默«の》ね丁 «; はその 0^ そ 0 くり 
9 ®^ びその!^ の w PJS Hsi の f に 奪 i する^ AJ なら 〇しその«438巴の明ヵは今|に1§大するであら〇0然も !«: 
の 尨大 の 行 Rg に 9くも « に》いてゐ兔か<て今や54歡及.6^の.^3の本*1^ずる » |£25利を形ぽすべき 
110 の » された^ y ^ s 提 »§ 件 座く も ^§された！2等しいと云 |1 ざるを！&ない0 
1九四 5- *に於て<^^*^.6^遒はソ «? の癸人"和胳な斯饽^^あ於 ¥ |^£の紀で3??なソ黯十の大觖 
分 して ゐる 0 «! に 4 た此の^8にはソ§丁射の大轧分が^^1てゐ％ソ « 2 9| された3|學啦、^^立阀りの可能性に鱿 
き • * . a > 今！ KQ 繫备 i す— 备 て厢饊 ではない。 gm され.^ 士 の！^ 及び！ SSI ^ QiK は g ひソ S をして 粉 來に f 大 
>2^8£^在右す-0^|な5^3捫を不！£^なら1むるものに他ならない〇{^|?* ±? の|^|^する_」* »1 く1て《^*及 
びその s ^ ti ^ s s i ^ a の Irsx に 似-^ &|:敗 抑 繫备ってゐると云はざ冬 ^ ないり篇巴の牝岑西 ^ 柬职及び配 
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於け tOB# は W0IQSI®1.! » 1 . 今 s y*CMa-u « >. r. rr w gc 
* K* ?C *^ « *J と, <^來ない0で «> る〇 

IWBliV でに 8 巴 sg * l * 利 s に 於ても， R ； 等— 醛 ew KI な銳 成し 診 4 iK » K usi して •无分 ¢53 
が 〇 いた K である。 e も ana たしても issa で sbS が a し Ms れて 1 K - UJE 紫は 大 S から* て、 iig には 觀 
2 と P て！ ■& た矣 2£备 てた K ング a サクソン 11 より iigu 篇 な C - で— 〇 
* にネ 、大 e m u 米 _ ssev 有する k 本土と • E 大 なる Sjsets ロックと seq 敗？ iic ® が ■けられて ゐ *0 深 ss u 
そ SIKIWQIK 力 5 げて •そ の一^とする航一^^^^に钃中してゐる。 • JCBislisEilJiisiEgB に* た^^ s のた -a 
e-<S 及. 6Eii 15 r a: e 方 iu へて ゐ るので あ， 〇〇 

« l * た 谋 に 於け る Rs % i c " a いて，, ボルシェ ヴィズ AeK 4 t ? iJigis ^* す*? tcgslscd ^ によ 0 
て B 合された 秦 s 篇 S . ひそ sgsa ffj 饜がソ gs — によつ て、 か <も氣3れたと5 * §いて於はこれに_ 
-* る 得* ws & wa ない tliET る。 ceEyJia . ひそ et *^ s 童は feu 於 feiis から is - i * で- 大 * 還 
* から vseKils ^& ii ^ s 管れ た？—。* 挺 裂 gpK — 於ても* た 
cc _& l * g !& Ri - i ») す— 皤 _1ない0で|〇*亜 ^: 於て|日本がその*^^繫鱉と1て *: « として »: 

へ SK o as - th<?lls と Kt * 01144 tag 有ず ベ？ |^ 2 ^|| 1 」 »: し 11 ?: «£ すること | 1 5*ない6である。 

C れ ， TS *1 J 4 立して 费 が あ o . そめ &に， ャ— チル ft 1 - ?, 立うて** 。何人，， ^ め^ て*. へられて 



1 こ c <* eoK * s 衾は ない。 チャ 丨 チル^* ■衾 S 明に 於て*^**® ぞ1の8 はゲ is 
けたと いふ- に f て & ない と Lg — •それ f f に** へな v —0 RU 奴* 目璧の 明では 
ud を 58 め ■ない、 ♦•た** liwESESI ■であ 桊 をっな いで ゐ る® であ 40 
f BU 醤丨 ル丨ズ グェル ト - Kii は— sf びその SI 4 だけ# < S 5 备 明に ょり* •して® た。—; 

黎® |0たち** |£; 各して*る|った泛が’街々あの*を*へ*に8んでは*ゎれくとして*.-ぉ" 
K U 0 いては * ^^ £^^度を以て (»$ む何らの »* 由もない 0 

の S は その 牵繫に 於 V 粟 利 加 整に 拔 LV 躁备い 5 もな く、* た 1 を 持った？ 盔った 。それに 备らず 
f ズ ヴェル ト & は •私、 贏 •琪 w の 限 -〇を « して、その譎土と*^4撕戰擘に4りたて？|る0 

黾は*^か<8妒る墓しなか荛。热‘ら务|粟铅6费益ったのミなければ，盔&たゎけでもな 

く Ku ル -$H ルト *i 手 释 った Rsuf ない とい ふ 备 が 栗され るに S ん で、* 班は この間の 者を 良し，？ れ 
. に|| じて H^B W* は •初めて ル —V ヴ H ル-*- e ai 性を 取 主げて經とす1たので|0ル丨ズヴェルト+!1§5>かぅ1 
feKfe*' ^M^K*-o_fcv®Kl^^o 

聚 S 合 ii ■が 5 C &1 S 緊 *爲ずるか、 « との11£搭するか**に « 粟结が*載ず**?* ― §» 
nt M lt 衾 載明 «5 繁*5ち81*及.ひそ€|^5^8 «1 に诗磨1へないであ^'0 

_ ca * fc M * w - キ n メ ー #— * 大 m *4 てて 8^す4 || 身 «) *"^が何1に*^ 4- » けて戰ひ 6 はね《^'ぬかといふ 
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5 a * L !4 m I * わ H なら S で—。？ は 3 US 辜 - segjji 二 es しい 社 m 駿 «' i HK » o — な 
昼を®* ん ais -^ hks * 含，— U 贏 取* slaw 金11 ti 矣 u 齒运？ ゐて •こ 

0 f が H C K TJ : して ゐる とい ふ* 8!1! 8 ひ80てこそ «! 今の6^1 9. «| し ||* られるのでぁる〇 

ズ 良 太 利！ iS す备 S ** IK C 立 てた ので t 。 如： g - な 良* も！！ Ki す 時 |」 ;1 黾を，5?時に良*|锌本を1-, « 卜 
*r s -> て 發して&. 0 〇>^ 9 ふところは| 1 * *: は全 1 »: ^ の^* 4- 觀せんと欲してゐ 2 とか*|-ヒト，丨：！^を媒せんと 
するので|。5?粟5;&&|^黯せんと欲して* 2 < とか-1,.ヒト？は賂を分|§せんとす*もの2とか、&る 
■* 菜 $6*21!.!§て1ぷ5で|。|£し^|^は凡て6^|^げた路でぁ|とはょ<解つてゐる。 BfcQlfstf ^ 
iiS 3 o て* &8妒< /-? &ぅ が， こ eniussimsiHU 翳して 笛 せんと CW ら gi を §す. 5! « って和もそ® 
B 向を： ^ しないと云ふことは人の钔るところである® 

■胶 i ほ P 芝 ア メリ** 翟ず f s ふ* は siwgiiiiv 泰：く ナン？ K でぁる 〇 f の，, ac * はこれ 襄分 W 

? t 4®: IK , MeBS «: SI 露-令 落為*4 カ翟： 金. 4 して tejijucei 賢 1 ei 

i* 力* フ？ ジ .1 する ため § « 5 だからで f omfs rn ソ g を 押へ あ け J とい ふぬ で， ア 1 ドル r ヒト？ が ■の 
waKt*v ると E im して ゐ るので— 〇 これ 系.！ こんな fi んで アメリカ tlsu て ユダヤ 金 i の！^ R を これ— ひ 落 

した i て e ?12 於いても f ■めんがた ,6 で、！ の&贫し て％ アメ— は颺聲 伊太 a 浮 夢る.* 



||^&8|してゐるのであ ^ 〇米鱷は$や文*^供通した0€な « 合1^<|&4!14なさんとしながら^^を8^したのであ 
る 0 n ^ ais * 項 j を »令はしたがこれは8|._磨されたもので*先づ項|項1^い^4_呢杳再ぴ1^したのである0ボ 
ルン H ヴィ ズム の i と稱 し间ら1後 »- はこれと|64|する1:茔つたのである0 » 後に|©5令|し.耐して8^の 
Kr su s i -^ 酴 も » 亂の3|时が1&-る^{|^るのである® 

米 SIH の k 全な *<#0 蒯が ^&ま？^_玫呀のか>る «5 亡政8^ぞするか5:^ |?3 はざる戈56^い0事£4^あ| » 人はこの 
R 策に _ し抗一 I して ゐ g の 如き ？ が • « 々と 现 iic て ゐ た。— の！ T ® に 於け る i £ k lc よつ て兒て も • 8^ の 米® £^の || 职 
WK は 米* ^ の 1 备 分に より 支持され てゐる に |0^ない0とぃふのは若し1の外罎の《4がその私肥盹な蚝解、|^、|のた 
め 凡ての {23^3 に 反し • fi つ モン 口ー 六 k ^ o IK 明— ® i ぬして 一つの 大 m の！^ にある _の他の^^の1切の畢柄1^滩し 
またこれ 1 和 »|| &^物以阶に領；|:しヤ0とすればこれは米费の5^^^||11鬚するものではない0何故といふに»1に米1| 
民は 一切の 内で 所； 5 L . ^ 1 に それが 決して 裳され す、^ 3^も彼ら各して衢#^に脉纸したゎ、况んやそれ1<^ 
ない f 全 <益に裏して -* る0アメリ * はアメリカ人1^|0*巴は8£><にといふのは播め^8明き式である0こ 
れ^!! 1外 1 4 しては & の 大破： 2が « く365されるのである0 丨 
もし％ アメリカの* 2 T かかくの 如き ルー ズヴ H ルト大 iS の^ な： 1^迫5? の g として" 和 幸に i 落し •他の 辟 、®^ n 
M 巴に 鼸す K * 明に 8 MrK れられ ると すれば •われ <はた \. , おかの *; と&-^げる外はない0腼してた \. , 芡の1&だけ&に|| 
R したぃ。 



S 1 方ァ ■と BRIM 巴 5 UI と eB に 賴 L たと すれ K . ,」 sf * その— UK する ,, gq - 
utv ヴ h ルト大 igs ふべ— e な b とい ふことは-今 早で に駿 emc Rr として 爱すぺからざ||でぁる。ー «; 
m 何な xw 由で* t ズヴ h tv . 64 ai ^ b、 S 置 4 SSIK > Bi . ei . c ?、 fQpk 象 lic-c く©-' 
14 f , RB とせ f „.5 いところ で t 。 ァメ ”* s 董糞 u と？ は ル i ヴ k ル ト大 igcccag は， いっか wyg にも* 
sit 的に t M fcvwitt } 1 0に なる であらぅ 〇 何 

-. r ^ u *« PI 9^0 p ^^ i ^4 arI§lf 

isa-v?Kau+cecsli 、 今 B 為、 凡そ 置 feeu 竿 . os&f Caa-SL. B - 賢！ ^ そ s 

f へ i ふ— が 出爱か 0た〇 況ん や！^ おい f やで— モ L て； l K 』 ふ—，, 出* なかった 3 だから .* lw k 
S き 鋈も ふ* R * ない ct は 明明で, e *0 f てァ？ 姦—れ か S に费す K # 大 g - 飛行*，^ 何れ— 
S ァ 5 賢 e 备 とな豸 K ない 。 K メ り*— 益ら c 袋—* ことな <f gs 外に 出て 行く® で— から. 

tt » sas 4 HcoltsJr はれ TS & ない 。* K は： Jscluii * て も 明かで — &SJS 
で， svsis にぬ ふれ if Ku r 4 に* しい もので 含た • t ズヴ HJJ . 民主 主 5縻 のた め C ■ふ も？ 砉 して* 
あ->*1は « 8*於 * ボルン||-ゥキィと組んだ «> であ衾ら. a 及び？ ャ -< v レィ .N •ト， <ト 0 装 gy ャ «? ユ ■£ .. と 



す|分の *- ©^龔58してし 4 つたことにな|<^!|してル|ズヴエルト氏は-アメリヵの§たちの發£にしや0と|して 
ゐる o であ K ?® 

11 ル 1 ズヴ H ルトは < suh <018 •ボルン H ヴイ ズムと 結-^ 0 その — ^ ^?€«の1:々で试られたと全く§に，アメリヵ 
lc lss K : w ^ wi &:^ 立と な 0 て 表 はれる であ .： Doo 4： X 4；4 i の Its すると ころに 炎 ば •ル ーズヴ H ルト大 SS は ソグ 
H 1 ト • 口 ゲヤ との WIK K ; よつ $ IMIWinK へき 一の* ispg を *-3出した 0 

この&$*吝谨裘加の_民^|**^せ*||4-年前の礙に&げ|^環を繫するに茔るであらぅ0 

チヤ ーチル&はこの4*欠自分の^*によるか、餺 « ル1ズヴエルト大^?8の較||によるか^^して*无分の » ;3を以て ^ 
待- V ゐる o Ki た 各 人は ル 1 ズヴ H / t ト氏 であるが、* 15:_ として 瓶 ilw - る ^ ! iW * であらぅ 。対£ならば^<*の »! #は 
1 E UWB たる ものが あるから である 0 、 
余は 4^の «1 1に於ける英18の^^と*その02通し^^の &11 く|^べたいと思ふ0 
. ゴ11|1^に«合されてゐる讖家及びその^*に較し#ビ膣に|^に於て11糾を|6る率が出來なかつた0必«の2^とし 
て、 ある 64からその^肋^2を考へなけれ《ならないが*この問我>の坷|^^されつ、ある0 
1 1、 チヤ 丨チル の £鼸した英 ^2 十货.：^洲の閜に於ける2; « の8?;::,に於て|に利はない0苹 4? 士の64 ^ ^83及ぴその8&5 
5#は8*大 牖 1^す|簟の*^&8の爲に嚴托に||3に冬<の 3» 1: 件 4: 钉してゐ令 
ur 〇1¥%38<爵曾 # はソ供0|6北0讚，1^£来|<&6 » .69|£^麥^^のそれよゎも想大に&6した0 

一九 



q IdBsf 美 ——?—? ， ^^ Elai ゥ た。 

五 1 ひ l 威 C 主 哀 英本 JBgi ょゎ # tg v; を s す 1 て — 十 u 2 S し . 且つ 何れは p 』 *? 1 シ „ 
所 nlil*f lm<I ち 「 I ぎ f —ii , , 
ゎた .^ 14 :* fsk—— 、 S の膨 111 il 平— とかっ 

た 0 5滢§ も— f «]«> 平！^ をな^: 向を Jg じて 狩して ゐ ない』 と。 
h に 余 useEssig SK' r 大 * «- に 於け る 鋩』 に f N'ai at" ベたい。 チ ャ_1&^前も累.も、¥|歡の$ 
f i = ilf P 下し. 籍大 — g き， f それ ii &— して— いはれ f 
11 alu f t « f し f f 衾. ruilsi ?, 

iff 

SIL> 1?1&1. 111 HI 

111 む i ? これは iiff t Im 出な, il — そ— ッミ 
■ S は 辛 に 5& RU されて ゐ るので ある 0 

阶会 こ 0 一切 — f 、 |酽に|得す參に|!も.たエ|」と| 
I る 0 B 崖 sguiK して 庚され ない と— JIO 

蠢 sewKslwcFVSS れ v — ャ - 祭、 2 及ぬ 竿 K s« s 代で 装影貌 に* け 



|01|8も»备に|^されると云ふことを正薄1知るべきである〇§-^ャーチル比8これに«いても正1い§!!1!1<^?1|け< 
t い 0 m L それは 決 L て |賊なもので |1 ない〇|^の；？5*:^ ;1 ;^動4 « すこと^も欲一>てゐないのであ兔^|た 1 # 100 
こと！： 1 S •らか である 0即ちそれ |1 |の8^政 «! が戰 ^ 2ょつて5|^された « に我々の||^大醃-^斯し'-^することは^©:2 
と |?^さ^8&ることで !1 ないと云ふことである0この際&^< ^1 はざ|博ない0我々$ « に|^して後切めて新しい1 
111 1 せねば ならぬ o 

從って 4^ » ほ敗冬撕；*^の辟|^あるにしても*次の18ーに鼸す！りでは令&161人として典 ^ $热し挟，^はなぃ|?で 
あ％囬^*は歎軀巴に於\痏來>8^令 « 企らむべきでないと云ふ 1« である。兎 4, ダ |« は8巴に於て «? »の |« ゎをつくして 
来たので ある 0 1*^他醺に 1^ 1て53-^あらん限りの1を逞しぅし、配三ならす«!^の張本人とな\然も^3に€^流さ 
し めて Rtn -^ b させて 來 lio , 

*お は 4 TE 三 織の f でも して ゐ る。 だから こ 巴は 0 今^ < ii ^ M の 政 »? と ||£ を切ら〇としてゐるのだ0佛*€でさ 
へ ft の® 味で 今 •巴崁 心の 聯 擊％ て ゐる ではない か。 

英 M にと b 之を 最 雄と r る^^ W 承は 本大 *6861!^|^^8*琪を齎したが、供»巴^$名の©^を 3( _すること平時|に «> し 
1 i に なる ものが あつた o ffi : 々糾 3 时 の瑪 由ょ b し て 今 » ほこ 4^&らす、乃至 »; これ々 ^ 0 特ら：1に出さぬ者があるとしても 
iolsIK K は 結束せ 4?といふ事霣だけは^-^石8^は行かないであら〇0それでもまだ左4&で決-^ない者があるとした^:、 
それは 英 M の 14 ソ が 此の 联に 4 で « きかけて盼を_いたからに#ひない0 41|が4-11112に^2*して望んでゐるのが16歎韆 



. 一 ズム磬 在に ®*— マ — el— て s<f f • 

Et 今 i Lffi へ とい i んでも， ない ^® | つて | 似は | で 5| はないとい？ ^ い 《5 

篇 i — し して—」 i — そ— 達 s —か着 

. , ; そ、 eLS? S とされた BEi 式实き 3 ょり 鹿し 挺！： •つて 今や その 孕 ... 

*t UIf ? パ — i 露に ———— ミ ie は 1$ 

Hpdrr Lir ily?— If pf • f i 政— と 

i :I “ H 4 f f ! 蠢 s f リ if ! 丨チ ， I 

pur", —fltll— iiii—'— 

のが ”“ —— ilif III 差 — 

—IH 1I :l 1! I1 



く-^ **23|88の**を »5 てする1切0塞に « して欲々；*^^^となるであ¥〇 

蕃丨！ @ して 今や SIS * 坎ひ 其の 4 taai の 一^-に て S ®* s £^&5 s 4 tabal 0^ l 5 us 
遢 して ゐ るので あ 令 £ 人と S もこの ！^ S * MQS ^ V ^ 止し 傅ない。 この ら が 落され t でには 倚^ と 必 

职 であ ミ％|£-4£“9^<駿* 人 や— f 政鼷 一 i 潑する f &_恳_||1の 5. に黯して氍穸|^せんこ 
す蠢い feess が 8 利^ i^v る こと^® ふ餘 震ない 〇 f が 故に* 吃？ の 賊 g に R に 今 奴矣 な 各み V4: れ 
たので あつて、 も 5? 我々 を 加 »- する であ &0 

一つ c 墨め た m fff : のこの 羁 iy 黯す でも 1 
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